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. 大阪 管内 の 電子 運動 (< その 2 動 特性 ) 
Ce 19 Flo 日 受理 ) 
較 語 並 、 護 「 二 ? 


Electron Motion in an “OSAKA Tube ” 
(Part. 2. Dynamic Characteristics) 
By Takahiro OKABE 


The high-frequency potential distribution was evaluated by means of conformal representation. The 

process is shown in Figs. 1 to 7, and in Bquations (1) to (18). Eq. (18) and’ Fig. 7 show the final, 
required results. High-frequency potential distribution along the centre axis, %%, and on a line, y=2x10-%m 
in Fig. 1, are shown in Figs. 8 and 9, respectively. By means of linear combination of static and 
high-frequency potential, the dynamic potential distribution has been derived as shown in Eq. (21) 
} Under a sufficiently strong magnetic field, the trajectory of an electron becomes parallel to the centre 
axis, X%, as shown in the static characteristics, which have been described previously.” In the dynamic 
case, however, the electron is influenced by the high frequency, and its behavior is different from that in 
the static case. The deviation due to the retarding effect of the high-frequency field was calculated 
during the initial half cycle and plotted in Fig. 10. For large values of ¢, the trajectories are given by 
| Eqs. (39), (43), (46), and (48), respectively. This was the first time that the gap coefficients were 
jcaleulated. They were 0.5477 and 0.930 on the centre line, %z, and on the neighbouring line, y=2x10-3 
jm, of the gap, respectively. This result showed that the Osaka Tube—whose gap does not absorb elec- 
trons—has gap coefficients which are almost equal to those of the Klystron. Another revelation which has 
been clarified quantitatively is that the electron should be driven along a line which is in the neighbourhood. 
of the gap, rather than along the centre line for effective results. 


本 研究 は 文部 省 科 婚 研 究 費 に より , 行く は れ た も の で ある 


球面 を 自生 す る こと に より , 第 2 園 に 示す 包 - 和 面 


表 
Rt 
が 


!、 緒 


前 に 超 高 周波 の 存在 し て いな い 特 性 た に 就 て 記し た が 
ここ で は , 夫 高 周波 電 共 が 電極 間 に 存在 し て こい る 場合 の 
動 特 性 に 就 て 述べ る .・ 。 
| 基 の 1. 衣 特 性 に 於 て 光 べ た 双曲線 壇 電 極大 阪 管 を 控 
り , 此 の 電極 間 の 動 的 電場 を 計算 し , その 下 に 於 ける 電 ツ 
季 運 動 の 二 三 の 例 を 示し 千 間 隙 係 敷 を 計算 し た . pr 


2. 双曲線 填 電極 大 阪 管 内 の 動 的 電位 分 


布 emitter 


ググ =2 : 
Li | 


Yi=2TY 
a {14 4 


2 y2 
洒 中 本 A a 
で 協 他 「 ラ 3 / 
8 


双曲線 壊 電極 大 阪 管内 の 動 的 電位 分 布 を 求め る た あめ に 
先 づ , その 高周波 成分 に た 就 て の み 老 える . 7 

双曲線 圭 電 極 を 第 1 岡 の 如く 配置 し , 各部 の Dimen- 
sion を 園 の 如く 定め , 此 の 平面 を 下面 と する . 賠 筑 1 遼 
に 於 て , 間隙 を 境 と し て 右側 と 左側 と は 何時 も 180” の 
位相 差 の あぁ る 電位 を 持ち , 且つ 4 万 玉 玉 。 了 は 高 周 
波 的 に 等 電位 線上 に あり , BA'H; HH F'F $ 同 様 
と する と , 等 電位 線 は ッ y 軸 に 闘 し て 疾 笑 と な る . そこ EO EERE ER 
で , 今 右 邊 分 を 探り その 中 の 電位 分 布 を 調べ る . Ya=W 


炊 に 原 跡 を 左 に た の, だ け 球 行 移動 し , 用 - 下 面 を 得る . 
= る +D? 


1) 工 則 部 電 無 工 訓 科 助 辻 授 < 


第 2 菩 築 3 培 
炊 に , 正方 向 に た 今 だ け 廻 車 す る と 2- 下 面 が 得 られ 
る 
Zs=I22 
EB) 
Ys= Ps 


淡 に <- 下 面 を 第 5 賠 の 如く 定め , これ と 必 - 球 面 と の 
井 像 画 敷 を Schwarz-Christoffel の 紅 換 た より 求め る た 
あめ に , 園 の 昧 線 の 如き 多角 形 を 考え る . そし て 紅 換 式 を 
字 で る と 移っ 

"dL 
ac = ET 4) 
と な る . 炒 で Cz。 &o は 境界 條 件 に 依り 定まる 定 敷 で あ 
る SR 


1 
と 置き (4) を 積分 し 


第 5 遼 


互 跡 に 於 ける 境界 條 件 つっ ee が 包 - 平 面 の 5C に 敵 
万 する . 
中 に 於 ける 境界 條 件 <=0 が , zs- 平 面 の 5 た に 導 座 
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to 


ーー 


する . これ 等 の 條 件 を 入れ る と 


RR 

2 ) (6 
を 得る . 但し 
C= DE D7 
2 2 
tan CT 

CD i 

で あり , 第 5 園 で 優 定 され た &。 は 
= 1 +E 10 


で ある こと が わか る . 
万 踊 に 於 て は , za=@ が と 三 評 に 将 春 する か ら , これ 


人 (6)5 に 4 る と 
" ED 


/ z 
導 3 
a a 
7T 
Vi wk 
と な り 1/k の 値 が 定まる . 但し 第 7 園 の 如き 寸法 の 場 
合 は た =0.9867」 と な る 革 で \ 


= 


0 
ある 
(6) を (5) に 代入 し , < に 就 て 解 て と 
GN 
c= | SS) 
Na % 


と な り , 2s- 球 面 か ら <- 下 面 へ の 褒 像 画 敷 が 得 ら れ 
Re: 


交際 に <- 下 面 上 の 園 形 を , 」zs- 和 面 上 に 井 像 する 場合 の 


便宜 の た め に (6) を 寅 敷 部 分 と 席 敷 部 分 と に 分 ける と 
で ko CP i+ YH4QPF? 
7 9 PTF Ni 
a 
Ys CG (1 — ーー tan PI) 
但し , P=E&€? 


0 
で ある この間 (5) よめ 得る る 

I ER EE C0) 
な る 候 定 を し て いる か ら , 14 は <|<1 な る 範 園 で 
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| は 信頼 度 が 比較 的 高い Vv vy 
V= ニ ーー ジテ 2 上 a ミト VV 0 
火 に <- 下 面 と 第 6 賠 に 示さ れ た が - 和 下面 と の 開 係 は 周 RCRD OT 
| 知 の 如く Sn 画 畑 と な り , 庶 軸 は 電位 を 表 は し V。 sin と な る . 


Caot+e) で i 7 ' 
G+ i 従 つて 3 了 箇 株 電電 枯 大 阪 符 内 の 琴 電 地 
17) 動 

| 基 で K, 民 は 第 一 種 の 完全 枯 園 積分 で ある . 第 7 園 の 電 標題 の 電極 に て 商 周 流 電位 分 布 を 本 的 の 場合 に 軍 台 し 
極 寸 法 の 場合 は =8.21, 共 =1.58 で ある . ; 


従っ て (17), 13), (8), g) 及び 1) を 用 いて , 
を を 午 面 と が - 球 面 と を 結ぶ 責 敷 を 求め る と 


c=Sx( 


Sn Gr Vk) 


Ca y 


a U8) 
難 で , W= リ +jV 

と な つて , これ が 求め る 双曲線 壊 電極 大 阪 管内 の 動 的 電 
位 分 布 の 高周波 成分 で ある. 病 際 に , 或 一 定 の 時 刻 に 於 
ける 電位 分 布 の 模様 を 計算 し 圏 示 し て みる と 凝 特性 の 場 
| 合 の 筑 5 男 に 應 し て 第 7 園 を 得る ・ 

中 心 還 , 即ち ぁゃ 軸 上 及び 間際 の 近傍 即ち y=2x1C-3m 


=1+ 


筑 9 了 培 
1 RO 上 
2 2e VV. 
第 7 賠 a = a Ds タキ トー Vr (Cz, Yy) * そ …(22) 
線上 の 高周波 的 電位 分 布 を 圏 示 する と 第 8 圏 及び 第 9 圏 dy 2%eVep Beds 
の ミ ‘EA = > 。 dat: D,;? リト 9y 7 (%, y)= at (28) 
の 如く な り そ れ 等 は 近似 的 に 中 心 輌 上 で は mLDy mY mm 
7 a Be Qd 
Vrs,y=0 = Vo sin-5p- sin Cot+@) (19) = 3 ーー AA) 
y=2Xx103 線上 (間隙 の 近傍 ) で は Co lai に 於 て 示し た 如く 充分 
磁界 を 旨 く する iat は 次 第 に 々 軸 に 球 行 な 運動 
0 者 (o ド の )(20 
Vhs,y 6Vo «3§sgin ( g) (20) i 場 会 に は (22) の み が 特 に 問題 と 
で 示さ れる こと が 同 較 か ら 嘱 明 す る . 園 中 の V は , (18) な る . 
式 か ら 得 られ た 電位 で ある . A 
従 つて (18) 式 か ら 得 ら れ た 電位 Vay (wy と, 静 特 A i 
性 の 剤 に 於 て 興 え て 置い た 静 的 電位 分 布 と を 重工 する こ [f=637MC. 1=47.1em] (5) 
と に よう 動 的 電位 分 布 は « と お け ば は 電 特 性 に 於 ける 角 周 波 敷 で ある こ と は 前 に 有 示 


i 


日 本 大 蛋 工 由 研 究 所 薬 報 


36 ; 
a 0 nm 
べた 通り で ある . 0 
(22) は 次 RE 
4 16 
EE rot= 2 Fg Vs C9) (26) 


こと ここ に 入 つ て 來 る Y は 前 逃 の 優 定 に 依り 々 及び せ に 
し て , 常 敷 の 如く 振舞 うこ と は 勿論 で ある . この 式 の 中 
の Vy (Czy) は (19), (20) 等 で 県 えら れる の で ある が , 
これ 等 の 式 の 中 で "sin ( ぶ ゎ 十 w) 以外 の 部 分 を まとめ て 
[9g(%)]y=z で 表 は せ 【 る (26) は 

= CR)] a sin (Got+0) 

Esin CR C7) 
と な る . (97) は 旨 制 振動 の 非 線 型 方 程 式 で あつ て , 一 
般 に これ を 包 知 醒 敷 に 依る 一 般 的 方 法 に より 解く こと 
ns 
将 應 し , 電子 経 路 の 一 往路 を 詳細 に 敷 値 柄 分 し た も の 
と 動 的 電子 運動 を 概 計 的 た 考察 する 含 の 資料 と を 次 に 示 
S 記 

(TI) 詳細 な 積分 
電子 が 電界 に energy を 刀 え る に は , 高周波 電界 の 角 
周波 敷 人 が ce に 等 じ く 且つ ぁ g= ヶ z で あれ ば 都合 が よい の で 
大 の 場合 を 考 を る と て 27) は 


i 十 o の *%= 一 [fe)]y=i Sinot (28) 
or 
(① 中心 寺 上 (y=0 m) に 大 け る 考 窯 
で は 9), (327) 等 だ より 9 (38) は 次 の 様 に な る 
dr 


~ ~ 
< 


RR + t= —@ CoSPL SNUG (39) 
zeVo 
倫 [7 a= 9 TD =11. 45838 x 104 
(Vo=20Volts) …(30) 
= に DD TM ee …(31) 


(29) を 年 周期 に わた つて 第 一 談 近 似 の 敷 値 積分 浴 に 全 
つて 積分 し , 得 ら れ た 座標 zz と 事 待 人 性 より 興 え を られ る 
座標 xs と の 門 (xws-xa) の 時 間 に 将 する 関係 を 圏 示 する 
と 第 10 賠 の 如く な る . これ に 依る と この 程度 の 時 間 の 範 
園内 に 於 ける 衣 的 の 場合 より の Deviation の 最大 値 は 
1.622 で ある ・. 

( 拍 ) 間隙 の 近傍 (y=2x10-3m) に 宏 け る 考 寂 

この 場合 も 前 と 同様 に し て (9) は 


0 り i 
dt 0 i% = ミー VETS NT Ot …(82) 
但し 2 =7.044x10 芯 (SOOU CS 


i RE 


筑 10 遼 


る と 第 10 較 の 如く な る . 夢 的 の 場合 より 9 の Deviation の 


最大 値 は 3.832 で あぁ ある. これ は 中 心 還 上 に 誠 け る 場合 
の 約 2 倍 で ある 

(DD ifgr 

前 に 0 半 m だ に 於 げ る 特性 に 就 で 度 べ た が 重 に で ミ 


ke 二 に 就き 概 琴 的 に こ 考 察する . 


(27) 式 の [Ce]y-: の 代り に [Ke う ]y- を 探る と 
i [Aa] sin (ot+@) (3 


ら end plate ま 
@ 主 @p の 場合 は 


RR ES [fa]! は , emitter か 

で の [ 氷 %)]y=: の 下 均 億 で ある . 
(34) の 解 は , 周知 の 如く 

答 z da tsin(ot+e¢) 


z=Acosott+Bsin ot+ 8 (85) 
6 ミ の 0 の 場 食 ( 
v=Acos o+B gin oot+ (Az ER っ (86) 
“00 
と な る . 以下 (36) を 吟味 する ・ 
(⑤① 中心 寺 (y=0) 上 の 運動 
(1 RE I PONE 2 
と な り (36) に 初期 條 件 
“x = —D., 
[lino= |[ 圭 -|_ = 
CA 
z=—Ds cos a Sin oo¢ 
3 eVot 
3Dama, C3 (ot+®) ma re tote ee ee Se oe …(38) 


= 
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有 = の 利 一 天 は 前 特性 の 場合 と 等しい: 電子 が 電界 に 


有 有 erergy を 何時 で る も 興 え る 位相 は 々 =x で ある か ら , こ - 


の 場合 38) は 


s Dima Ro 39) 


と たる. そし LT て Di=4:83x10-3. (Cm) 


: Vo= 20 (Volts) 
で ある か ら oo=4X 109 (rad/sec) 
Wk TE 
TD aha =0.028X 10m <De (C40) 
eVit = ] 
“= (De DMmaog ) COS oot Re (41D 


と な うり, 振幅 は 時 間 と 共に 減少 する こと が わか る . そし 
| て 振幅 が , 殆ど 0 に な る に 要する 時 間 は 大 中 


3D 2mMmoy に a 
な =(0: 052(us) te Re el a (42) 


電子 が 何時 で も 電界 か ら energy を 受け る 位相 は 々 =0 
で あぁ る か ら , (36) は 前 と 同じ 初期 修 件 に より と な つ で 


= 


eVot . \ 


= = (D+ DmMmoo の 


Cos ot 


eV , 
Dmg SN ot 43) 


振 過 は 時 間 と 共に 幸 大 地 る こと が わか る ・ 
( 財 ) 間隙 の 近傍 (y=2X10-3m) に 於 ける 基 宗 
(20) より 


-— 


: を V 
DAT a as ーー 記 (C44) 


y=2x10 


著 で [ol = uM DFT GXI0F 
y=23Xx 


1 0 
=5. 2277 x 10-3(m) (45) 
で あり , 初期 條 件 


{[z];-o= —[%oly=2x1i03 
‘de pd 
[ 2 | 


(OG の し る と 


。 3e Vot 
v=:[Zo] — ーー | COS Ogt 
| y=3x10 oo[ zo] 3 294 fn 
=2x10 

38 Vo sin oot 。 
ーー ei (46) 

Moo [ea]? 3 

y=2x10 


と な り 振 幅 は 時 間 と 共に 減少 する こ と が わか る . そし て 


振幅 が 殆ど , 0 に な る まで に 相 す る 時 間 は 前 と 同様 に し 
に ‘ 


§ 


Ma [Lo] —3 
y=2x10 Eo OU 
0 0.059(gs) i (47) 


と な り 中 心 軸 上 に 於 ける も の は これ の 89 で ある . 
光 に 電子 が 何時 で も 電界 か ら energy を 受け る 場合 
は , ? 々 =0 と お いて ( 86) より 9 前 と 同様 に し て 


{ 3e Vot , 
z=—」[eo] の 3 ees ot 
y=2x10 Mop [Rol] 。 
\ y=23x10 ) 


3e Vo 


Ma [ol] $ a 
y=2x10 


と な つて 振幅 は な 時間 と 共に 増加 する . 


4 双曲線 填 電 極大 阪 管 の 間隙 係 敷 


Sin ot (48) 
3 


双曲線 幸 電 極大 阪 管 の 間隙 係 散 を 求め る 坊 に , 電子 が 
高周波 電界 に 必 ergy を 県 える 場合 を 考え る . 

電子 が ematter か ら 出 て eng plate に 到達 する まで 
に 広 el@d に 弁 え る energy の 大 き さ は ’ 


四 が の Sin OD | eletron volts (49) 
VE | 

で あり め り , 電子 が transit time な し で emitter か から end 

plate まで 突然 移 つ た と すれ ば , その energy は 3Vo 

electron voltts で あぁ る. [9g(%)ly=: 及び Vo は 前 秘 で 外 

えら れ た も の と 同意 商 で ある. 従 つ て 間隙 係 敷 は 


i : で 二 か 
2 [iolsp oot de (50) 


し か る に 家 特 性 で 刀 え た 様 に ?=ー%ocosoo……(51) 
な る 誤 gin ta MM FR (5 
そし て 電界 は y 軸 の 赴 側 で 疾 後 な る 故 
RY FO 0 
A 必 CY, vw ZL (53) 


中心 軸 上 の 間 障 係 散 
19) 語 @ の 語 誤 0 


[Cly-o =D Vo CPE 5D 
VC ON CD られ で いる 交 で 
の 場合 Po= Ds (55) 


な る 故 , (53) より 
D 
B= Pp 欧 cos PENV D2—g? dg (56) 


0 


eS LDssing (57) 


38 日 本 大 違 工 馴 研 究 所 此 報 
な る 引数 紅 換 を 施し , これ は 中 心 還 上 に 於 ける 8 と 大 い に 暴 な る 下 で ちる. 例 有 
\ eR > ば 高周波 電 訂 が 0 か ら 和 件 値 ま で の 般 園 に 振幅 が 減少 し 7 
08 7 CR (8 a 
cos(z sin 9)=7oC2) >A (2)cos me (58) た 燈 合 は ) C20) は 6 映ら ぶた Mh 0 0 _ 
な る 人 六 式 を 用 いて 積分 する と と な つて 選ば は 0.858 で ある 
et |=026477 (59) a 
を 得る (89) に 依 れ ば 振 己 は 8 に 無 開 係 な る 故 , (41) i 0 


に 従 つ て 振幅 が 減少 し て 間隙 係 骨 は ら な い . 
(i) 間隙 の 近傍 に 於 ける 間隙 係 (y=2x 10-3m) 
(20) 記 (27) より 


KAD (60) 
y=2x10 
ao] = MV DA+(2X10Y 
=5.2277 X10-3(m) ーー………(61) 
GHDE DY 
[x0] = 2x10? 。 
. 9 a 
0 Va-sMzo] — 
E10 y=2x10 つ 3 
2 (62 
ここ で lol osSin 2 63) 
な る 紅 敷 換 を 施し 
2 eS 
2 
Sin nzdz¢ = 生生 =1 (64) 
0 r( 人 + 
な る 公式 を 用 いて 積分 する と 
1 % 
a A 
WC Ee 
語 0 0 COD) 


TDS 


ある が , 基 の 場合 は mo すま に 比例 し て 減少 する . 


て は (46) 式 に た 従 つて 減少 
し た 後 の 値 を 探 つ て % (65) の 型 に な る こと は 明らか で 


以上 で 双曲線 壊 電極 大 阪 管 内 の 電子 運動 を 示し た が 電 
子 が 加速 され る 受信 検波 の 場合 , 及び 減速 され る 人 各 振 と 7 
増 訪 の 場合 る 電子 が emztter か ら 出 て か ら の 生 彫 期 の 


間 で は 評 特 性 の 場合 と 冬 路 は 大 差 な い が , 時 間 が た つと J 


募 し く か わる こと が 別 明 た . 

大 阪 息 は クラ イス ト r ン に 比 し て 間隙 に 綱 無 い の で 
電子 を 消費 する こと な く 落 果 的 で ある が , 
が 小さ い の で は な いか と 考え られ て 来 た が , この 計算 に 
依る と クラ イス ト r ン と 大 差 な いこ と が 初め て 明 ら か に 
RE: 

電子 は 中 心 軸 上 に 近く 行動 せしめ る より を も 間 了 基 の 近傍 
で 行動 せしめ る 方 が より 小 果 的 で あぁ る 事 も 定量 的 に 嘱 明 


Es 


本 研究 は 阪 大 岡 郭 教授 より 依頼 され , 東北 大 投 山 教授 
及び 宇田 才 授 の 御 指導 に ょ より 行 つ た . 

終り に 診 始 熱い に 計 和 及び 作 回 し て 下さ つた 本 圧 
井 好 隆 助 手 に 深く 感謝 する .・ 

叉 積分 に 開 し て は , 度々 本 馴 那 波 教 授 に 御 教 援 を 受け 
た . あぁ わせ て 厚く 感謝 する . 
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| 
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| 非 直線 要素 を 使用 せる 土 過 大 電流 保護 同 路 


(1951 年 1 月 11 日 受理) 


SE 
Circuit Utilizing Non-linear Elements for Protection 


Against the Over-current. ! 
By Koryw ISHII. 


The general relation between a line current Ir and a current I; throuzh a load Rs, which is under 
protection as shown in Fig.1, is analyzed. The result is given by Eqs. (6) and (7 

In case the non-linear elements have characteristics satisfying the ‘‘spuare law’” the above results are 
given by Equation (22). 
An ammeter of an universal circuit tester is taken for one test example. This meter is protected from 
an over current of 1000 times of the full-scale current by means of this protecting circuit,. 

| A characteristic curve of over-current suppressing effect is shown hi 計 OCg ム 

The error due to _ the use of this circuit is —0.22526 and it does not exceed —0.52 

temperature rise possible in practical use. This circuit was granted Patent No. 1838 


¢ even under a 


52 
58 by the Japanese 


Government. 


1. 緒 言 と 書け る ⑤) を (④),⑪), (@) た に 代入 地 る こと た に より 


nl(lr)—1 
電流 計 を 編 電 吉 等 の 潤 器 を 突 欄 的 に 生ずる 過大 電流 か i tO) 


ら 保 護 す る こと は , 従来 より 種々 工夫 され て いた が , 保 CR 
| 共 回 路 に 非 直線 要素 を 特別 な 方 法 で 採 用 する こと に 信 1+, 


押 拉 溢 二 の り 大 な る 持 果 が 但 ら れ た となり.(⑥ (の より 用 を 肌 去 し て と 7z の 直 撲 
際 細字 る 。 の 開 係 式 を 得る 一般 の 非 直線 要素 に 於 て %CZv) の 型 に 


依っ つて は 消 去 す る こと が 困難 な 場合 が 多い が , その 時 は 
2. 回路 と 理論 Zr を 媒介 紅 下 と し て 取り 扱え ば よい . 
今 何等 か の 原因 で Zz が 増大 し た 場合 に 太 。 に 流れ 
る 電流 の 最大 値 7pmaz を 求め る 久 に , (6) (7) より 


の 


(IT) 直流 に 謀 す る 考察 
基本 回 路 は 第 1 園 の 如き 回 路 で ある . 彫 に 於 て 太 。 は 


寺 保 護 議 器 の 等 人 抵 抗 を 示し , 選民 x は 直 箇 及 び 非 直線 。 一 を 求め る と 

彼 抗 要素 で ある 電流 を 園 の 如く 定め 此 の 電 橋 の 半 必 の dal DCD 

基 作 は 全く 等 し いと すれ ば , 区 の 開 係 を 得る こと は 周知 Ta EL AO TN 

の 事 辻 で ある . と な る . 従 つ て maz に 頑 座 する Zw を Zrm と すれ ば 
fn Cin) + = 


と な る . この 関係 を 満足 する Zw を (7⑰) に 代入 すれ は , 
Lymaz に 疾 應 する lr が 求 ま る 。 Xs ly = 0 な る 和久 に は 


(EID 
2 lw = 0 し (10) 
1 和 遼 又は nClr) —1=0. AD 
n— 
= で ある 10) は 大 =0 の 時 に 潤 足 され (11) を 漬 足す 
% 二 +2 2 る 7m を mo と すれ ば , それ に 将 座 する 7zo は (7) より 
IE CO (2) 
江 2 [lio = DInNo eae (13 
Ry c * ts 2 
ER eT と な り 安 全 度 さ は 談 式 で 定義 され る . 
Rx 2-Iro lno 
a CL S = 7 = 4 だ eee) 
で ぁ る . そし て 選 x は 一 般 に 友 の 机 敷 と な る か ら 但し 7zm は , 被 保護 物 の 定格 電流 で あり le=Llmaz と し 


た 時 に は 


Ry = fr) (5) 


1) 工 右 部 電気 工 由 笠岡 部 研究 宗 


40 本 大 加工 時 研究 所 楽 報 
eI _ lwo a Line Current と の 比 は 非 直線 要素 に は 無 調 係 で ある . 
0 天 に (11) た 7) を 入れ Zrmo を 求 る ある と 
で ある , 
区 に 一 例 と し て ’ a PN 
Is=k ES (15) る な daa これ を て 1 の に 大 る ま 


で 軸 え られ る 場合 を 考え そる. 但し と は 玉 x» の 性 賀 に 依り 
定まる 定 敷 で 戸 y は 電 涼 が Zy の 場合 に x の 陳 端 に か 
か る 電 庁 で あぁ る. 


この 場合 (5) は Rx= Ft a 
に る 従 る で 44RE D0 
n= a (7) 
以下 簡 潮 に する 劉 に ゃ (Zy) の 代り に ゃ と 書く こと に すす 
る < 
(7) を 自 乗 し , その 中 の Ly に , (7 の を x に 就 て 解 
いた 結果 を 入れ て 整理 する と 
PID lr —n— (1+20) =0 (18) 
と な る . 雅 で P=kR 9) 
で ある . 
EE IC EEDR ..(20) 


2P(1+D Lz 
(18) を ヵ ゃ に 就 て 解く 時 に 現 は れる 負 貴 は , <0 な ら 
し あめ 物理 的 に 無 意 味 な る 届 控 用 し な い . 
(TE 


= ーー lr ---- “(213 
ど な る か ら こ ご れ に .(@0) を 代入 二 る と 
ns 1+ ペ 1+4P(1 士 の め ユ ++) lz 
1+v 1+4P(+DUITA) Le 
FP LD LC) 
と な る ¥ 


VV omaz 及び これ に 交 す る .Line Current Zr を 氷 
ぬる (7) を (9) た 大 れる と 
i 


Ix = 玉 PER) 
だ る きれ を IO た だ 犬 れ る と 
本 に -(24) 
と な り 。 (28) (24) を (6) (の ⑦ の "に 大 れる と 
1 
Tomaz = PCEOEESRNS …(35) 
> 3+2Z EE 
fs = 4PG+ エ の vee 
- 3 
と な る . 印 も 第 1 園 の 如き 保護 回 路 に , 非 直 線 相 素 と 


し て 電流 が 電 摩 の 自 衆 に 比例 する 要素 を 使用 し た 場合 に 
は , 被 保護 物 に 流れ る 電流 の 最大 値 と それ に 垢 應 する 


8 


場合 は (33) と (3 も わ より 


(28) 
nlvo = 9) 
と な り , (28) を (15) に 入れ る と 安全 度 は 


Spr rs 

(TI) 姜 流 に 圭 す る 考察 

Reactive Component が あぁ まり 大 きく な い 周 濾 環 に 放 
いて 上 記 の 理論 と 大 講 同 村 で ある . 

3 電流 計 に 應 用 し た 場合 の 設 ミ 

A) 設計 の 呉 序 と 方 法 

本 回路 を 比較 的 必要 の 多い 電流 詩 の 保護 に 瞳 用 し た 場 
合 の 設計 に 就 て 述べ る . 

1) 保護 せら る べき 電流 計 が 県 えら れる と , 英 の 内 部 
抵抗 R。, 定格 電流 7x が 定まる . : ; 
2) 尋 え られ た 電流 計 の , 電 損 的 び に 議 械 的 晶 度 に 

ょ より (3D 
が 遇 え られ る . i 
3) Ex の 値 を 優 定 し (6) より 得 ら れる 


(382 


Imar = «lg ene 


に より て が ぶ 定 め ら れる . 
Ci R= 
より 玉 が 定まる . 
5 の と UD まり が 6 が 坪 ま りり YE ES 
求め あ , 所 期 の 値 を 得 な か つた な ら ば 3)- か ら や すり 直す ・ 
電流 が 電 本 の 自生 に 比例 する 非 直 線 要 素 を 用 いた 場合 
に は , ささ が 刀 え られ れ ば (30) より ア 未 興 き られ それ を 
(35)、 に 代入 する と 


R. 
間 33) 


ペ 


= ーー 8 


と な る .、 «の 値 と し て は 普 家 10 が 用 いら れる か ら そ のみ 


1 
! 
R ーー 160 Fs 2 ee gee mt 


OR 
さき な る 、 

B) 誤差 ] 
(6)C7) より 明らか な 如く , と Zz の 半 係 は 直線 的 で 
な いか ら 保 護 も せら る べき 計器 に 新 に 目 感 を する 場合 な 別 


と し て , 配 設 の 目盛 を 基 の まま に し て お いた 場合 に は 多 - 
少 の 衰 差 を 生ずる . これ を 定量 的 に 検討 し て みる . 


保護 回 路 を 取 り 付 けた た あめ に 生ずる 誤差 を 


= 


非 直 線 要 素 を 使用 を る 吊 過大 電流 保護 同 忠 


41 


と Dele 
攻 I 


RR 
Te IE EE ek 

: ne I Hed» DD 
計 な る 但し , 用 rm, mx は, 到 が Zr な る と き の 有 及 
| び Ir で あぁ る. 従 つて e=-0.52 以 内 に する た あめ に は 。 
(lxz) 及 びり の 定義 に より 

『 重 Ryr=399R-+398R; -- 


で 写 半 すれ は , ⑰⑦ の 


j (38) 
と な る :。: 
遡 度 7% の 時 の 誤 北 を ezo22 と し , 有 思 十 4T の 時 の 誤差 を 
72 と すれ は ば , 誤 導 の 氏 動 凝 は 


Er—t€Tr 
DR 


7 (89) 
で 定義 され る . ez。 が (37) で 県 えら れる と すれ ば ez は 
炊 式 で 興 え られ る . 


{RaAT) +R, 1+84D 
Rr FyAT) FR LadT +2R, 1 +847) CO) 


衣 旬 らら a 6, r, は 夫 え 戸 , R。, Ry の 沿 度 係 散 で あ 
る る. 誤 計 に 管 つ て は , s, 8 等 が 和 所 用 の 算 園 内 に , 履 ま る 
5 に 定 敷 や 材料 を 選ぶ べき で ある . 


4 均 駿 及び 計算 結果 


ester の 電流 計 に 應 用 し た 場合 に 就 て 流 べ る . 此 の 電 

流 計 の 定 夢 は . 
Ir=400C(uA).-C41) 
2R-+Rs =500(92) 


£7 = 


18 (42) 
03 R, =400C2)--(43) 
08 で あつ た 従 つ て 
7 R=50(9), E82 
3 
S06 と な る 万 w と て は ば 
< 10mm の Selen 2 個 を 第 2 
計 較 の 如く 結ん だ も の を 用 
’ 04 いた . 7ester の 電流 計 と 
03 a 
02 §=1000-. (45) 
と すれ ば 到 分 だ か ら , こ 
: れ を (30) に 代入 する と 
0 02 O04 a6 08 P=10.. -- (46) 


0) と な り , (19) より 
7 衝 遼 k=4xX103 ...-(47) 
と な り , (G15) た 入 つて 計算 地 る と 第 2 圏 跡 線 の 如 く な 
る . この 範 園 の Zr で は 策 際 の 到 x 特性 と は あぁ あまり よく 
一 致し な い が (12) (22)(25) (26) (28) に 従 つて 計算 し 
て みる と , 第 3 菩 踏 線 の 如く な ゥ り 大 護 策 験 と 一 致す る . 
誤差 を (37) に 依り 計算 する と 


se=—0.22526 » 


9 


= 


A 


x 100(22 う (836) 


9 


80 0 1m 
J; (mA) 


URN A 00 


0 


第 3 脱 


と な りう り 祝 用 に 差 し 云え な いこ と が わか る . 但 し , 々 (Zwr) 

と し て は 筑 2 賠 の 策 線 か ら 得 られ た も の を 用 いた . 
nlvr) = 8000:- = (C49) 

で ある . 

Selen の 浪 鹿 係 散 は 負 で どん な に 大 きく て 常 源 に て 
126/c» で あぁ る か ら (39) か ら 計 算 す る . 
=-—0.0083 22/cs 
で ある . 従っ つて 100? 比 し た と し て も 
é=—0.525 2% --・ 


と な り , 寅 用 に 差し 寺 え な いこ と が わか る . 


(50) 


51D 


5. ・ 結 


非 直 線 要素 一 例 と し て Selen) と 直線 要素 で ある 純 
抵抗 と を 電 橋 型 に 組合 わせ た 過大 電流 保護 回 路 に 就 て 被 
保護 物 を 流れ る 電流 と Line Current と の 較 係 を 解析 
し , これ を 電流 計 の 保護 に 雇用 し た 場合 の 誤差 た 就 て 明 
a る だ: 

本 回 路 は , 避 振 管 の 陽極 電流 計 , 波長 計 の 指示 器 , 合 
量 計 , 熱電 将 電 流 計 , 賃 宏 管 電 謙 計 の 指示 器 , 賃 訟 計 , 


ml 


王 . ls 
及び wheatstone Bridge の 検 流 計 等 , 比較 的 破損 率 の 
高い 場所 に 應 用 する と よい と 思う 5. 

本 研究 は , 1945 年 に 太 洋 通信 測 器 株 式 人 注 石井 好 忠 
捧 に 依 遷 され た も の で あり , 特許 番 貴 は No. 183858 
で ある . 

終り に , 終始 御座 所 下さ つた 横 季 部 長 に 厚く 感謝 すず 


る . 
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Thermodynamical Performances of Ammonia Absorption Refrigerator 
(“The Ist Report) 
By Seiitt AW ANO 


The thermodynamical performance of the NHs absorption refrigerator of Electrolux or Platen-Munters systenr 
is studied here. In this system, hydrogen gas is added to the ammonia liquid entering into the evaporator 
from the condeser to keep the partial pressure of NHs low enough to enable it to evaporate itself in the evaporator, 
although the total pressure of the gases is kept constant throughout. the system (Fig. 1). Several charts 
and tables for the calculation of this system are derived from Merkel’s and his co-worker’s diagrams 
for ammonia-aqua solution (Table 1—12, and Chart 1—12), and some equations for its heat balance are 

. given in Equations (1) to (11). The flowing weight ratio of ammonia-solution is f kg per 1 kg of ammonia-rich 
vapour from the generator is given in Equation (13), in which &u, &s and ¢w denote the concentration of 
ammonia in the NHs; -rich-vapour, in the rich solution of NHs, and in the weak solution of NH respect- 
ively. The flowing weight ratio of hydrogen is hk kg per 1 kg of NHs-rich-vapour from the generatory and 
is calculated from Equation (19),.in which «gs denotes the rate of evaporation of NHs; at the outlet of 
evaporator, p the total pressure of mixture of NHs and Hs gases, and DxEs, the partial pressure of NHSs. 

The rate of evaporation %s can be calculated from Equation (23), the values of és being given in Chart 

llasa function of PNHs and evaporating temperature, な . The state of NHs; and Hs; mixtures at the 

outlet of the gas-heat-exchanger can be calculate from Equation (9) and from the equations (22) and 

(28), by means of a trial-and-error methkod. 

Equation (27) denotes the refrigerating efficiency, 7r, which is the ratio of rerigerating heat, go, to 

' the-sum of ‘heat supplied to generator, gw, and thermo-siphon, gr. 

Fach of .the absolute weight flows of NH;-rich-vapour from generator to condenser, Gu— that of HL, 
gas, Ge, that of rich solution, Gr, and that of weak solution Gw—is proportional to the total heat, FH, 
supplied to the generator and thermo-siphon. Hence, the performance referring to the gas or liquid flow 
will be represented by the flow coefficients Cu, Ch, Crs and Cws respectively as shown in Equations (28), 
299 (380) and (31): 

In the same way, the performance referring to the heat supplied or rejected, can be represented by the 
heat coefficients Cx (condenser), zr (evaporator), Cr (Gas-heat-exchanger), Ca (absorber), Ce (liquid-heat- 
exchanger), Cr (thermo-siphon), and Cw Cgenerator) as shown in Equation (82) to (38). 

As a result of calculations by means of the method mentioned above, the following conclusions are obta- 

ined; ; 

a) The rate of evaporation of NH; liquid ‘in the evaporator increases slightly with the increase of 
partial pressure, PNis at any constant evaporating temperature, ts, untill it reaches a maximum value. 
at a pressure PNis, above which it decreases suddenly down to Zero (Fig. 4). On the other hand, the conc- 
entration of the rich solution, &:, increases with the increase of PNHs, and the weight. flow Cu = Crs — 
Cus of the ammonia-rich-vapour through the evaporator is also increased. Hence the efficiency, ?R, 
incrases at first with prrs at any constant temperature, ts, and reaches a maximum value, and then 
decreases again to Zero as the combined result of these two effects (Fig,S3), 

b) The efficiency of this system is not very high at low evaporating temperatures, but it reaches at 
least about 40-4526 at tt= —5° CG. 

As the water contained in the ammoia-aqua golution has to' be heated and Cooled repeatedly without 


any gain of refrigeration, the efficiency of this absorption system is generally less than that of a compress- 
ion system. ) 


1) 噌 和 25 年 10 骨 25 日 日 本 機械 捉 人 各 東 京 臣 時 大 倫 議 演 食 に 於 て 講演 
2) 昌 本 大 蛋 工 加 部 機械 工 由 科 迷 授 


3) Merkel; Bosnjakovic: Diagramme und Tabellen zur Berechnung der Absorption-Kaltemaschinen. 
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0 oy rE ; 
1 上 To keep the concentration of the weak solution, fs, As weak as possible (which means :'to 
” keep the termperature of the weak solution, &, high, and to keep the total pressure, D, low). 
| 2 Tokeep the concentration of the rich solution £; as rich as possible (which means : to keep the 
temperature of absorber, t;, low, and to keep the partial pressure, pxHs, high). 
$3. To keep the concentration of NHzrich-vapour &u as high as possible (which means : to keep £: 
rich and the total pressure, p, low). 
4 To promote the evaporation in the evaporator (which means : to keep the temperature ts high). 
d) The total pressure, p, must be kept a little higher than the saturated liquid pressure, ps, which is 
7 determined by £u, and the condensing temperature, ts (Fig. 10). If P<PD:, some part of the NHsrich- 
vapour is not guefied in the condenser but flows into the evaporator directly, and causes a decrease 
| of the efficiency (Fig. 16). 
€) The maximmn value of the temperature t, of the weak solution in generator depends on the condi- 
tion of 2 = 0, that is, the saturated temperature of the steam at pressure p (Table 2%). The minimum 
拓 value of t, also depends on the condition of 4, = &x, where £: is the function of pgs and ts, &w that of 
¢ p and も. 
AEE etn be ak higher than-tho wenn aie of 2 ET RE Va, 
ff The effectis of 4 on the efficiency of the system are shown in Fig. 2 
f) When tis kept high enouzgh and the weight flow of the 吉 solution is kept low, a bhigher 
| efficiency will be obtained than in the reverse case. 
| 2) The percentage of the heat supplied to the heat-siphon will be kept less than 15-202% of the total 
| heat, suppiied to the generator and the siphon, in the most efficient conditions. 
i h) The iower condensing temperature, ts, and absorbing temperature,t;, will give higher efficiecy, and 
| the effect of absorption temperature on the efficiency is greater than that of the condensing temperature 


NN CFig..26). 


T 凌 
NH。 収 冷 凛 枯 は 電熱 又は ダス を 直接 動力 源 と し て 
| 用い, 朽 縮 枯 モ ー タ ー 等 を 全く 必要 と し な い 竿 で 特 思 の 
存在 を 示す も の で ある が , その 郊 力 記 的 性 能 た つい て は 
あぁ あまり 明 腔 に され て いな い -. 特に 了 :-gas を 併用 する Ele- 
で trolux 形 双 は Platen-Munters 型 の も る の は , その 落 超 
| の 巧妙 な 回 で 興味 3: あ る が , その 郊 力 的 特性 も 角 か で 
有 有 な い の で 設計 に 際 し て 困難 を 感ずる 季 が 多い . 本 交 は 
ff Merker Bosnjakovic の NH,H,O 次 液 に つい て の 線画 
和良 を 基 と し て 本 装置 訂 算 用 話 線 玉 を つく り , 一 方 恭 朋 咽 に 
広 け る NH。 の 衝 化 現象 を 取入れ た 新しい 計算 方 法 に よ 
つて 性 能 解 析 を 試み その 落 放 履 善 に 一 つの 指針 を 興 え る 
と と を 目的 と する も の で ある 


2. 基本 サイ クル 

NH。 中 政 冷 末 藤 に も 細部 に 豆 る 
と 種々 の 型式 の も の が 考え られ る が , 本 計算 で は 第 1 園 

の 知 き 秋 銃 に つい て 計算 を 行 つ た . NH。 胡 政 冷 硬 衣 は 
NH。 が 備 混 で は 水 た 極 あめ て よく 現用 さ れ て NH4OH を つ 
5, これ を 苑 部 地 れ ぼ 再 び NHz ガス と N 有 Hs の 稀 沙 

7 浴 液 (Weak Solution)- に 分 れる 性 加 を 利用 し た も の で 


Dll 


耳 。 ガス を 人 狂 用 し た 


NH の 分 庁 を 


Vapour (2 へ 622 の 水分 を 含む ) は 将 縮 医 で 冷却 液化 し 
た 後 恭 角 回 に 入る . 恭 遂 の 入 日 で 耳 。 ガス を 混入 了 すれ 
ば NH。 の 分 租 pxmzs は , 全 監 ? と Hs2 の 分 葵 pgs と 
の 差 と な る か ら 丁 度 有 能 須 導 に よ つ て 減 諾 し た と 同じ 結果 
と な り NH。 は 聞 懇 衝 化 し て 恭 表 導 熱 を 吸 政 才 る . この 
N 有 HL。 と Hs2 の 混合 衝 只 は ガス 熟 交 換 器 に 入り , 恭 要 器 に 
入る Hz ガス を 次 冷 し た 後 吸 散 器 に 入る . 吸 牙 器 に は 一 
方 Generator で 比 塵 し た NH。 の Weak Solution が 液 
路 夫 交 換 器 を 通 つ た 後 注ぎ 込ま れ , 蒸 環 回 か らく る NHz ぅ 
と 也 。 の 混合 ダス の うち の べき N 耳 ; ダス の み を 中 牙 し NHs 
の 測 厚 次 液 CRich Solution) を つく る . この 時 中 牙 
回 は 外 か ら 冷 却 し て な る べく 低 渡 に 保つ て や る 必要 が あ 
る . 中 政 棋 の Reservoir Tank に た まつ た Rich Solut- 
ion は 液 政府 交換 器 に 入り , Generator か ら 吸 政 器 に 行 
く Weak Solution に よ ょ つて 人 熱 され た 後 , 
の 部 サイ フォ オン の 作用 に より Generator に 注ぎ 込ま れ 
る .。 座 サ イフ オン は 加熱 に よ ょ つて 生じ る ド 了 Hs の 所 泡 に 
よる ポン シンプ 作用 を 利用 し て head を た か め Rich Solution 
を Generator に 注入 了 する 作用 を 行う . 一 方 吸 政 器 で 分 離 

され た 耳 >。 ガス は ガス 苑 交 換 器 で 意 冷 され た 後 , 蒸 胡 回 
の 入 唱 た 戻り 循 居 する. 本 型式 の 特徴 は 全 衣 は 要 置 内 申 
一 定 に 保 た れ , 宇 に 耳 。 ダス の 混合 , 分 離 の み に よ つて 
低め た うり 高め あたり する 竿 比 た に 握 泡 ポン プ 


Generator 


ある . 印 ち Generator で 加 圭 し そ 分 郊 し た NHs の _Rich を 巧 に 利用 し た 自 に ある 


ーー 
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を 感 ) 2 3。 04 5) 06、08 09; jo と する . 但し 耳 。 の 
Enthalpy に つい て は 別に 考え る .・ 
の 濃度 
を :Rich Sol. の 濃度 (NH; の 重量 混合 比 ) 
&xy : Weak Sol. の 漠 度 
a: Generator より 避 生 する NH。 Rich Vapour の 
濃度 , ; 
d) 特選 量 が 部 草 紅 7 
了 プ : Generator で 豆 生 する NH。; Rich Vapour lkg 
に 疾 す る Rich Sol. の 循 還 量 , kg 
/ー1 : Rich Varour lkg 和 労 り Weak solution の 特 
右 量 , kg 
ん : Generator で 姜 生 する NH:; Rich Vapour lkg 
小 り 耳 。 ガ ダス の 循 了 量 , kg 


3. 計算 方 法 


ナチ な [esrveir 
Rich So 


(Tr 6) 志和 芋 : 5 。 
(gptan) ペ 
ま づ NH。』 Rich Vapour 1kg を 遂 生 する 場合 
st Lg Hedt を 基準 に と つて 考え る . 
fF-Dkg EXcharger (qe) ; 
gr: fkg の Rich Solution を 鞭 サイ フォ オン で 
; 0 | : より まで 治 度 上 昇 す る に 要する 詩 量 .、 
且 。 ガ ス 人 併用 型 NH。 吸収 准 凛 訂 系 統 園 qqw: Generator で fkg の Rich Sol. を 泊 度 みよ り 
i 記 貴 ち まで 加 革 す る に 要する 郊 晶 : 
a) 涙 麻 9 : NH Rich Vanour lkg を 洪 編 器 で 液化 する た 
" こ 取 去る べき 区 量 : 
な : 熟 サイ フォ オン より Generator に 入る Rich , DS Me 
Sol. の 渦 度 ,"C ES A Rich Vanour lkg 菅 り 共 癌 器 の 吸 政 する 
i 


か : Generator で 可 生 する Weak Sol. の 涙 度 , “C 


; 9a : 吸収 器 の 放 雷 重 
な な : 液 中 熱 交換 器 出 日 に 於 ける Weak Sol. の 渦 度 , EN 
_ 9。 : 液 相 難 交 換 器 の 交換 苗 重 


gg: ガス 苗 交 換 器 の 交換 苦 量 
竹 熱 下 衡 式 
各部 分 に つい て 夫 ぇ の よう な 苗 年 笑 の 式 が 成立 せ ね 


な 4 : 吸 政 器 を 出る Rich Sol. の 潟 度 , °C 
な : Generator で 可 生 する NH。 Rich Vapour の 涙 


魔 W⑥ らき 
が : 導 縮 器 出 日 に 於 ける NH。』 Rich . Liquid' の NE 
 : 疾 季 硫 iA 3 Rich.Liquid' の で 
° 苦 次 に 
度 , °G a) 液 持 交 換 


な : 藤 器 に 混入 する 耳 。 gas の 温度 , °C 
な : 恭 作 器 出口 に 於 ける NH 及び 耳 。 ガス の 源 


ge= (ーーD(a— = (oD 


か 


ER kcal/kg 


RN) 
C23) 


度 , *C b) 茸 サイ フォ オン ちや 

。: ガス 蒸 変換 器 出 口 に 於 ける N 了 HI。 及び 耳 。 ガス re CR NS CSD) 
の 央 慶 , “C c) Generator. 

te 液 騰 熟 換 問 出 品 に 於 ける Rich Solution の 浪 w= びー る 二条 ーー (4 
度 , °C (3 の ょ り 9w 二 m= びー) な 寺 な -ー が 0 RD) 

ba d) 凝縮 器 

各 温 度 に 相 堂 する NH の Rich Sol. Weak Sol. ) x=; —6 6 

又は Rich Vanour の 夫々 1lkEg に 疾 す る Enthalpy e) 蒸 可 器 

4) 有 午 サ イフ オォ ン で は 一 部 茶 舞 に な る か ら 能 密 に は 9m は (3) ょ り は 多少 大 きく (4 の) 式 の 0 す , は 多少 水 き く 半 


る が 差引 き (5) 式 は 同じ 形 を と る . と と で は 近似 的 に 取扱 い 厳 密 な 形 た つい て は 区 痛 で 取扱 5. 


a 
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cpHs2 : Hgas の 定 訂 比 元 二 3.4kca/kg °C と すれ ば 


1 90=(@=) 一 cme ん (人 ー-) ーーー ド ( 
5) ガス 凌 交 換 器 ・ ; ; 
p=(9—3) 二 cpHe.hC(t。 な ) \ 
ーーCrHs. ん (な ねー な ) で …(8) 
a fs bia C9) 
g) 吸 政 器 ( タ ンク る 含む) 
(f—1) 3 二 9 十 crze RT = RR 上 Cp Ta 
; qa=(ー1) な ff が 4 十 9 十 Cpts k(t 一 …(10) 
bh) 率 全 護 の 喜 王 衡 式 | 
Ter + = +a DD 


it 湯 度 の 決定 


全 ヵ , 分 共 pgs Weak solution の 湿度 ち , 次 縮 器 


及び 恭 可 器 の 冷却 注 度 な ,4, 蒸 可 湾 度 な を 優 定 す る . 


を は 中 履 器 の タン クタ の 其 態 (2xms 4) に 謀る 飽和 液 


の 測度 に よ つ て 定まる (第 1 表 ) う . Weak solution の 漠 
「 度 &wx は Generator の 條 件 (wp, ち ) に 相 党 する 飼 和 
液 の 工 度 で あぁ る ( 築 2 表 ). 和 m は Generator で 組 生 する 
恭 筑 の 條 件 (wp, 4 な) に 相 党 する 飾 和 蒸 筑 の 濃度 で 定 ま 
り (p, &r) の 責 沸 と し て 興 え られ て 第 3 表 )) これ ら は 
いづ れる 線 較 より 求め る . 

fkg の Rich 8ol. に 含ま れる NHs の 重量 は , これ 
より 衣 生 する 1lkg の NHs Rich Vanpour 中 の NH; 
と , (びび ぴ -1) kg の Weak Sol. 中 の N』 の 重量 の 和 
に 等 し いか ら 


fs=&u+C f=1) E12) 
EE (13) 


iv 各 虹 の Enthalpy 及び 温度 の 決定 

4 :(, 2) た に 於 ける 飽和 浴 液 の Enthalpy( 第 4 表 ) 

ム 4:( 各 , 2) の 和 区 態 の 飽和 液 の 飽和 梁 度 (第 5 表 ) 

2 :(&w, 2 の 其 態 の 飽和 液 の Eathalpy (第 4 表 ) 

24 : (ts PEs) 又は (名 , Prgms) の 其 態 に 於 ける 飽和 
溶液 の Enthalpy (第 6 表 ) 

Zo : の 導 液 が が to の 下 で 有する 溶液 の Enthalpy 


(第 7 妻 ) 
4 :(p,&) の 下 に 於 ける 飽和 蒸 箇 の Enthalpy (第 
9 表 ) 


6 : Gs, 6u) で 定まる . (第 1C 表 ) 

4 :(2) 式 に た より 深 定 する . 

ね : 人 な は &w な る weaks sol. の (ts, ww うな る 液 識 の 
enthalpy で ある か ら 5 &w が わか る と , 線 遼 
より 逆 た も を 決定 で きる . て (第 8 表 ) 

と らら の 計算 は すべ て 夫々 の 南 迷 と し て 刀 え られ た 線 
賠 より 賠 式 的 に 求め る . 


閑 可 器 に 於 ける 蒸 誤 に っ いて 

閣 可 器 出 口 滞 度 な の 下 に 於 ける 和平 舌 態 を 考え る . 
Pxms : NHE, gas の 分 共 ata (kg/em? abs.) 
PHz : 有 H2 gas の 分 誰 ata : 


P : 全 謙 ata 
sg ・ 池 度 な, 分 訂 prms の 下 で 飽和 駄 態 に な 
る まで 蒸 組 し た 時 の 気化 割合 


(所 化 NE 重量 / 全 NH 了 HIE; Rich Liguid 重量 ) 
Dalton の 則 に よ つ て 

DEDPNET DE “14) 
ある 一 定 容 積 Kms の 3 0 な る NHS 
と 借 の 水分 の 混合 物 の 全 重 量 を Grms kg と し その 5 
ち 無 化し た 軍 量 を @s Grms kz と する . 又 こ の Vms 
の うち に 含ま れる 本, gas の 重量 を Gms kg と すれ ば 

PNHIV = 5 GE 5 0) 

PH VE GE RE C10) 


PHs 上 Grs Ris らら ん MNHS A 
DNH3 LgGNHs RNHs ZX, MH Cr 


分 子 量 ks=17 msz=2 
(14)(15) ょ うり 


» 
7 
NH , 
の 
h Mas 8 a 18) 
EO 
PHs 1 MNH3 電 す 
Zs ME 十 8. 5 一 
Lg Wt ke )= ( 8 i 
0 i DNHS 1) i LD 
MESs 


の , PNHs, Ze ん の 間 に は 常に (19) 式 の 闘 係 を 満足 せ ね 
ば は ならない: 

第 2 園 は NH-H,O 
浴 液 の 濃度 を と ent- 
halpy 2 の 関係 を 示 
し 飽和 液 線 と 人 錠 和 蒸 
無線 の 中 間 8 の 状態 
が 恭 可 器 の 出口 の 其 
態 と する . pags と 
な と に 相 穫 す る 秀和 
液 (S 跡 ) の 濃度 を &。 第 タ 9ー-& 線 較 
飽和 蒸 舞 (KK 昧 ) ME ER 
線 の 傾 を 9 と すれ ば 


A kcal (C20) 


普通 の 吸 政 冷凍 混 の 征 用 穫 園 に 於 て は &k 華 1 と し て 殆 
る 


ん ど 差 表 え な く 双 た も 次 の 如く 近似 式 で あら わし 3 う 5 


a 


$6" 本 大 松 工 李 実 鞭 世 夫 花 


k=0. 00815(1— 8&9— 0 OOS SEF DD 
公 し こる の 近 僕 式 の 達 用 装 較 は ミー を ~1.0, pss= 1 
~Sata の 筑 虚 で ちる 、 葉 3 画 より < と まる の 記 圏 答 の めき 


な る 其 壮 の enthalpy * を る と な る に は 
i a 
を なー を き を なー- き 


より トー セ +- に を (ーー も + よー 

ま づ な と pe を 飼 定 する と 1、13 天 より き 、 ぶ 東 
えら れる か ら (31) 23) に よ つ て で を 決 守 で きる . 
叉 き な る 各 の 祭 化 待合 xs は 


3) 


ちら 、 を を 示 わか れ ば ss は (3) より 計 邊 で きる 、 こ れれ を 
(19) 式 に 入れ る と この よう な 人 衝 件 を 江 忌 さそ る た ある 
了 。 の 穫 民 圭 合 & が 決定 され る 、 

或 は 送 に p、psms A が 評 ま れ ぼ (19) より 枝 化 将 合 *s 
誠 補 まぁ 

DI = CS) 


に より を を 定め pess の 下 で まき 。 を 東 え る よう な 震度 
な を 業 11 奏 より 定め あれ に さぼ 革 傘 選 度 が 決 守 で きる 、 
vt ガス 徐 凌 壮 壮 
え 革 父 歓 棒 の 財 日 に 於 ける 居 度 ね 太 び Enthalpy 
ts を 決定 する に は こる の 康 交 塞 の 志度 穀 替 rs 
= 
を 諾 閣 に 定め ある 。 も, な は 丁 知 で ちあ る か らち 恋 直 まる 
な を 定め ある に は ま づ を ある 人 に 優 幸 する と (⑨) 式 ょ 
ぁ 4s 計 覧 で きる . 一 方 を の 雷 合 と 選 謙 に も と pxss 
に 疾 し て 筑 1 奏 より を 氷 直 まる か ら (2D) 式 + ぁ こる 
時 の た を も と あめ (322) に 入れ て を 球 す る 
但し ちち, を は (も ね, psms) に 暫 す る 儀 を と る べき こと に は 
多 論 で ある . この よう に し て 主 息 し て も る と あめ た も を 
(9) 式 よ うり もとめ た ぉ ぁ 赤 一 致す れ ぼ よい な 若 し 械 る 
と き は 『 写 rial and error method に ょ つて 評者 一 琉 
する まで 局 栖 の 許 算 を 結 返 し ち 。s。 を 藤 あ る . さえ ス 革 交 
析 審 の 肉 で の H。 と べ 耳 , と の 混合 甘 合 な 菩 枝 杜 肉 と 局 
様 た で ある が 基 松 持 今 z。 は ち 訪 な より も 高まる の 
で zs より 大 きく な る . そし て 屋 宏 に は 19) 式 と 選 典 
た 


n 1 a 
= 


を 薄 足 し な けれ ば ば なら 内 zs>xs で ある か ら psa > 
Pxms " で な けれ 詩 な ら 子 。 策 共 に は さぞ ス え 革 人 滋 琴 の 
NH 分 環 は 華 要 圧 由 より る 多少 高き を り zs が そ s よ 5 


ーー 1 


や 下 潜 輸 壮 交 壮 凌 


v 香 人 開 王 わき び 凌 往 


この 六 末 議 の 半 は 
cre 
x 閥 開 衝 未 法 
以上 の 弱 に し て 求め た を 、 き =、 さ =- た た 等 の 伝導 笠 


t 


る 民族 する こと を 凌 計 る 欠 を きつ - 大 
な se の 詩 箋 に ちあ た つて もせ (も ね 、gsee) に 稚 し で 天 め 3 

計 な ら 刀 夫 人 穫 一 近 技 と age ご 
に 因 し て 素 め れ さ よい 、 | 


和議 
議 護 桂 交 潤 凌 に 入る Rich Sel、 の 訴状 〇 ③、 ち も) で る 
り 、 ね ね は を な る Rich Sol の G。 exes) に 於 ける 税 
補 傘 潜み Enthalpy で るり も は 枝 疫 稚 寺 音 選 諾 に ま 
つて 室 ま る 、 光 ち な は (see) る 本 当 と し で て 杜 | 
えら れる ( 倒 s 夫 > この Rch Set. は 閑 き イマ テキ ォ マ だ 
入る 論 に & ら ね se まで 傘 難 され Eathaiey に なき で 
も se まで 箕 訂 す る 、 も > は ( き 、e) に 稚 も て 甘 さ 9 
れる ( 業 7z 素 > も > な 注 吐 革 交 杜 傘 み 林 寄 位 we 


eR 
EE 


を 達 斗 に 舞 べ さそ は 定まる 、 ( 舗 傘 る 姜 半 に こ は きこ る 寺 き 
ne を 思え る に 夷 分 を 蘭 茜 二 策 を 甘え て や る こと 双 坦 
味 す る 


以上 の 芋 計 算 に た ょ よ つて 共 葵 の さる の 位 世 まる ふら es 
ge, Fa, TE, Fe, Ce> Fr 等 を すべ て そ 甘 宣 そ き る 、 


誠 業 ら 喘 紅 ゅ 不 傘 で そ も る 志 、 谷 竹村 芸 き きす べ て きき e- 
nerater で 傘 主 そる NH。 Rich Vaseue る Ee 滞 ぁ 
の 革 業 そちら わ さ れ て いる 、 従 つて で "Gererater 訪 び 
革 キ テイ フォ ン を 了 議 球 する 禁 上 詩 琶 (ee+er) ぶ Rca 

ある と き に は Generster ふら 傘 皇 ずる べべ 計 、 Rich 
Vanew る ゐ 流 業 K 


BR 
C= HC ree } 
a 4 ~~Gh 
i て ーー 1 | 
さえ の 箇 避 葵 な 
Gase=Ge A= RC kefy \ 
| , 
た を ) 
“A kgfsent } 
Rich Solution ゐ 漆 王 
C= Gf = HC ke } 
hs 3 < を へ へ 3D) 
i て aie ) 


Weak solution る 人 凌 芸 な 


ァ Saas saa 幸 ) 


-(31) 


--(35) 


で (36) 


2 nt 
放 サ イフ オ ン の 用 茸 に 妄 了 る 苦 量 
’ Gr=Gqr= HCs Ecaljn : 
1 Et 2 
qa=+Ir 
(Generator 錯 茸 に 妥 了 する 其 量 
: Os Ge = HC 
== ーー 
これ ら の 話 流 量 北 に 教 量 ほ は すべ て 因 細 短 合 玉 に 比例 
らら そ の Cu, Cp; Cus; Ce; Cx; TER, CE, 
Cs, Ce; Cr; C= 等 に ょ つて 特 租 を 一 役 的 に 表示 する 
とこ ょ を を 香る. 宝 覆 の 毎時 韻 管 り 芝 量 又は 芋 量 ほ は これら 
衝 の 千 に 加 拓 * 量 閉 合 有 kcal/h を 撫 け れ ば 直ちに 求め 
ら る 2-. 
放 に と に れ ら の 許 打 数 の 闘 に は (11) 式 よ り 


(37) 


Na my mm 
" 
‘ 


a 
ee 


a 


3 2 5. (90) 
放 の 引手 る: 式 立 する - 
4. 一 季 牧 能 


まほ アンモニア 分 堅 xgs と 務 人 洗 度 な の 有明 鶴 

四 2 う 竹 能 計算 の 結果 を 特命 すれ ば 秦 有 所 度 が 高い 牌 到 
覆 rs は 高く な る . 叉 Prsz の 作用 箕 園 る も 廣 く な り 
zg 太 大 の 吾 の pxgzs は 高く 舞 条 ね ば ぼ ば な ら 怒 こ と が 
わか る (第 3 菩 う . 


Pi RR 
第 3 斑 帝 許 に 及 ほ すす 和義 閥 澤 訟 と pxms の 及 祭 - 


ょ b) な = 一 定 の 下 で は pxms を 増加 する 程 Ze は 増加 す 


が ある 藤 力 で 最大 値 を 示し , これ を 吉 了 チ と 短 泊 に 
供 下 し sgー=0 に な る - これ は は 衣 の 一 因子 の 組合 せ の 
条 果 で ある - Pxgs が 増す と を: が 増し 2= は 一 定 で 
あぁ つて も を と #&s の 差 が 増加 する . 即ち Generator 

で 芝生 すす る ぶさ I; Rich Vapour の 流量 が 増加 し 又 
その 測度 知 も 載 加 了 する (第 5 久 ). 従 つ て 恭 懇 回 を 夢 
る き NH; の 流量 が 増加 し て 人 冷 玉 能 力 は 増子 過 向 を 示 
< 
一 方 姜 要 嗜 内 の 姜 人 宙 合 zz は な 一定 の 下 で は 恭 相 
蛋 力 pxgs が 高く な る と 最初 の うち は 多少 増加 すす る 
が 。 ある 召 鹿 以上 高 あ る と zs は 将 激 に 減少 し zs= 
0 に な つて し まう (第 4 國 ). "こう な る と いく ら 
N 耳 Rich Vapour の 深 量 が 多 RR 
ら 冷 斑 能 力 を 人 吾 で き な い . この 二 つ の 作用 が 組合 
さ つ て 第 3 環 の よう な 性 能 を 示す 了 こ と に な る - 


NR 


NS 


RK 
ll i Il 
yy 
NN 

® 

“で 


0 29 


(atz) 


i 
築き 功 


c) zg の 最大 に な る 角 力 は zs の 最大 に な る 
り る も 多少 大 きい と ころ に ある (第 4 園 
7p 三 0,zs=0 な る 吾 は (23) 式 よ り 明 か な る ょ よう 
に = を ss と な る pxmgs で お こ 
この 種 の 冷 玉 療 は 低 混用 と し て は 交 牽 な あま り よ 
く な い が 。 -5°C 肉 外 の 比 電 的 高湯 で 用 いれ ば 3522 


Ervaporator 内 の 恭 台 割合 Zs 


d) 


€)} 


各 百 本 加工 事 研 究 所 導 報 


へ ~452 坦 席 の 比較 的 よい 汐 夫 が 得 ら れる . 然し これ 
も 舘 普 通 の 共 縮 型 NFE。 冷凍 機 に くら べ る と 税 に 低 
い 。 これ は 六 と し て 旋 液 中 に 多く の 廿 20 を 含み . こ 
れ を 1 サイ クル 中 に 無 盆 に あたため た り 准 し た り せ 
ね ば な ら ぬ こと に 原因 する . 

) 727m を あげ る に は な る べく まき, を 大 きく &w を 小 
さく 々 s を 大 な らし むる よう た に すれ ば よい . 

g) 北 縮 詳 , 液 護 熱 交換 器 の 熱量 係 散 (x, Ce は 蒸 欄 


温度 に 無 開 係 で あり Ck は pxmgs と 共に 増し Ce は ! 
減少 する (第 6 園 ). i RE a CS 
3 a NAdz {ata ) 
bh) 明 政 器 の 冷却 熱量 係 敷 Ca は Cc より も 大 き く 加 第 8 較 竹 滞 量 係 敷 Crs, Cs, Cr 
: 22 oD 050 - 
eS 
“ 7 
"3 
I4 wn 
«DS D0 
i x 
RS 8 
>on- L020 
i A 
% od OM 
p (ata) 
4 0s 
第 5 彫 測 鹿 及 び 流 量 比 
0 筑 9 面 最大 数 率 を 興 え る 條 件 の 一 例 
圭 雷 量 玉 の 80 へ ~90 2 を 必要 と する こと が わか る 
(第 6 較 ) 


i) 茸 サ イフ オン 加 圭 係 務 Cr は prxms が 低く x が 
低い 時 は 全 加 鞭 量 の 6022 程 度 も 必要 と する が , ZNEs 
が 高く 落 率 の よい 湊 態 で 使用 され る 時 は 全 軟 熱量 の 7 
10~202 程 度 で よい (第 6 較 ). 

j) , ガス 画 交 換 器 の 交換 将 量 は , 詩 交 換 器 の 面積 に も 「 

20 よる が , 一 般 に 液 栓 熱 交 換 器 の 交換 量 に 比 し て 著 

し く 小 さく 50~2526 で ある (第 7 園 ). 
k) Riech Sol: 及び Weak Sol. の 流量 Gh Cxs, は 


30 
Ps (2 ) 


第 6 賠 熱量 係 表 Ci, Cs, Ce, Cr 


0 EN 男 了 時 陸 較 還 記 EAE な に は 無 開 係 に 定まり , Zrms を 高く と る と 少く て 
EF ~ も 邊 計 | | | | セー 還 3 bn cu Garr Gti RE 
i NP iO 押 0 と 共に 却 つ て 増加 する (第 8 岡 ). 
| : 画 < 二 1)、 水素 価 環 量 係 m は prxms 一定 の 下 で は な が 高 
eh a コ く な る 程 幸 や し て や ら ね ば な ら ぬ が , 最大 政 率 に な 
0 A = & NN \ | | る よう 5 RE を 授 ぶ 時 は な が 高い 程 少 く て よい . 
or- NS \® 呈 Y 第 8 園 で 常に 2r=max に た に 相 党 する 台 の 左側 に あ 
誠 NY ll 抽 還 る よう に し で や ら ね ば な ら ぬ 。 Cn は 0.0004~0. 000 
ーー お 75 で あり , Crs の 0.007<0.012 に 比 し て 重 電 流量 
Pi "(at ) は 少 い が , 比重 が 小さ いか ら 容 積 流 野 は か な り に 大 
第 7 賠 熱 量 係 数 Cr きい . 


M0 
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m) 第 9 は 蒸 癌 沼 度 な に 替 し て 7g が 常に 最大 に な 


i 1.0 
る た め に た に 興 え る べき 條 件 の 一 例 を 示す も の で ある . 妥 
4 が 高く な る と 洗 液 の 流量 は 少く て よい . 

i) 全 訂 P の 影 線 


a) 全 共 p の 潤 足 すべ き 第 一 條 件 は 将 縮 器 で NH:-Rich 
有 | Vapour を 渦 庶 な の 下 で 休部 液化 せしめ うぅ る 共 力 で 
な けれ ば な ら な い . 印 ち , 渡 度 a に 於 て 着 縮 器 の ふ 
注 縮 湿度 な に 相 党 する 人 管 和 共 力 ps より も 高く な け 
れ ば な ら ぬ 、 こ の ヵ s は ね が 低けれ ば 低く 高けれ ば 
高い . この 還 係 を 第 10 園 に 示す -. 
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DT CE 
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農 
Condensing lemp. 


更 国 
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第 12 隊 本 康 が &,&w, nm 及 びに 及ぼ す 影 祭 : 


tu=32¢ Tt2 =/20'6 


* t=32% —ta=-0% 
ーー 


TT 00 
Corcentration of Rich Vapour Su 


集 10 賠 北 縮 湿 席 が と その 第 和 康 力 2s 
b) 全 訂 ヵ を この 飽和 万 力 ps より 更に 高め る と ?r は 
多少 低下 する . この 低下 の 割合 は prms が 小さ い 場 TT TI 6 820 22 2 2 
合 程 著しい (第 11 園 >。 | Pps (ata) 


4 第 13 剛 人 金 康 る にょ る Ca, Cr, Cx の 引 化 


t2=720C 


5 NE 20 ZT ZA E26 28 30 
Pun (a ) 


集 11 例 p の 交 率 に 及ぼ す 影 棒 
これ は Z ヵ を 増加 する と を は 鐵 ら ぬ が &w に 大 で な 
9 引 は 小さ く な る 還 ち = と fe の 差 は 小さ く な 


0.005 


9 Generator よめ 避 生 する べべ 了 HI の 流量 が 減少 する TORO N20 ZIE ZS 
Pryyz (ata) 
こと に よる (第 12 園 ). ? 
c) ? を 幸 加 すれ ば 同一 pxmws の 時 は Crs Ca, Crs 筑 14 画 ご 会 司 Pte る Cpsp Ome の 弄 作 


59 日 本 大 訓 元 亡 碑 : 完 所 薬 報 


0 En 
EER RR 
PAs ( ate) 


第 15 賠 人 金 床 5% た にょ る Cn の 頃 化 


Cws は 幸 し Cr,Cr, Cg, Ce は 減少 する (第 13,14, 15 
彫 ). Crs と Cws は 夫々 増す が その 差 Ca は 却 つ て 減 
少 す る (第 14 男 ). 

d) »p を Ps より 低く すれ ば , 導 縮 喘 の 中 で 一 部 し か 
液化 せ ず , 蒸 可 器 に 一 部 は 所 較 の まま で 流入 する か 
ら 冷 凍 能 力 は 著しく 低下 する (第 16 較 結局? は 
2 より る 僅 た 高く ps に な る べく に 近く 揚 べ ば よい 
a A ; 


筑 16 賠 低 康 pw た ょ る 交 率 の 細 化 
近 i Generator の 温度 も の 影 細 
a) weak solution の 潟 鹿 は な る べ くく 高い 方 が よい : 
? 一 定 で も な が 高い と 濃 慶 人 w は 小さ く な る か ら , 
と t&w の 導 が 増大 し ?r は 増加 する (第 17,18 園 ). 


0.40 


ーー ーー 
P=//8ata tg =-10% 
2 


Pp 0 
0 2 T4618 20 6 28 30 
Ni (2 tz) 


第 17 岡 weak solution の 泡 席 ち が 牙 
率 に 及ぼ ばす 影 妖 


P=Ill8ata 2tg=030 
=te=32C- t= 
te=-0T 


5 2 4 1 180 20..220 248 725 2 
Pyys (ata) 


集 18 剛 な ち に よる, &w, Ce, Cg の 杉 化 
b) w=0 に な る 梁 度 は , 耳 120 の ヵ に 鍛 す る 島 和 治 度 


に 等 し い . 従 つ て な ぉ の 最大 値 は 筑 2 表 の 如き 億 と 
る 
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第 19 和 賠 な ち に よる Ca, Cr, Ck の 比 化 


箕 


A03 
P =l/ 
00i2 
= 32% 
0 ーー 
| bee=0.30. 
009 
ミ 
~ 78 
& 7 
000% 
os 
D0 
A003 
202 
OLE T4600 ML ED 
Pn (ata) 


第 20 簡 な に よう る Crs、 Cys. の 凌 化 


ーー 18 
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NL 6 8 20 F227 24..26 28 
Pps (ata) 


和 集 21 岡 な に ょ る Cn の 牙 化 


0 & の 最低 値 に も 一 定 の 制限 が ある .。 それ は &w 


を & と いう 5 條 件 を 滴 足 し な いと この 冷凍 機 は 成立 し な 
いか ら で あ つて , Zpxmgs と 4 が 定まる と 第 1 秦 よ り 
&r が 定 ま る か ら こ の #r と 等 し い &w を 陽 え る よ 5 な 


| ら ぁ を 本 訂 p に 器 し て 求め あれ ば よい (第 2 ). 


> 


例え ば な =30°C, prms=1.6ata と すれ ば 名 = 
0.3325 と な り p=12ata と すれ ば この な の 量 小 値 
ほ は 94°C と な る . 

富 際 に は な ちな を この よ 0 に き の 最小 値 に 近く 握 ぶ と 
と &w の 差 が 小さ く な る の で zm は 著しく 低下 す 


る 
a) ち を 上 昇 せ し め れ ば ?r の 向上 は 大 きい が , ある 


~ 


e) 


程度 以上 あげ る と 突 の 塔 加 は 少く な る . 
病 際 に は な は ちの 最小 値 と 最大 億 の 下 剛 まり や や 
高 あ に 握 べ ば よい (第 22 園 ) 


ou | T 10 
4207 = た な = 
、 + tg=c ta=b =32 
0% ーー 090 
E04 Ca 100 
さ 
03 0 
“, 


WW LO 


W200 
CC 


第 22 岡 な ち に よる 7R, CK, Ca の 名 化 


な を 高く 2 Crs, Cws, Cr; Ci は 減少 す っ 


ニー 


印 も Rich Sol. 及び Weak Sol. の 流量 は 著しく 少 
く て すみ 交 率 は 上 昇 す る (第 19, 20 層 ). 即ち heater 
の 加 難 吉 量 一 定 の 場合 に は 族 液 の 流量 を 多く し て 
湿度 ちち を 低く と る より ゃ も 流量 を 減ら し て 沿 諾 な を 
高く 所 ぶ 方 が 将 率 は よい と と が わか ら う 』 この 際 
孔 。 の 循 還 量 は 多少 増加 する が (第 21 園 ), 熱 サ イフ 
ォ ン の 加熱 熱量 は 金 加熱 調 量 の 極め て 僅 の 割合 (5~ 
1526) で ょ く な る (第 19, 22 園 ) 


第 38 岡 な に よる Crs, Cws の 角 化 


5) ち を 高く すれ ば Cr は 増加 する . 印 ち 藻 縮 器 の 放 圭 


量 を 幸 さ ね ば な らい が これ は 管 然 で あ る (第 19 岡 ). 
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10 14 18 2% 26 30 
p Nds Cala) 


第 24 岡 婦 , が が 数 牽 2 に 及ぼ す 影 矢 


iv 音 縮 器 及 び 吸 収 器 冷 却 温度 の 影 才 
a) & 等 を 一 定 に 保ち 着 縮 器 及 び 中 政吉 の 冷却 況 度 


ta, な を 共に 等 し く 保ち る ながら 鐵 化 する 時 の 性 能 錠 
化 の 一 例 を 第 24 彫 に 示す ず . 但し これ は 種々 の か, ね 

に し て 濃度 を 締 % た 場合 の 比較 で On あ 
の 一 定 の 冷凍 機 で 4。 如 が 紅 つ た 時 の 性 能 細 化 を 示 
す % ぁ の で は な い . この 例 で は 全 共 ヵ は に 習 す る 秀 
和 共 力 ps に 等 し く と つて ある . ta, 6 を 1°C を 低く 
提 べ ば 7?zr は 約 1 2 上 孝 了 する. この こ と か ら な る ペ 
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べく な 4, te は 低い 方 が よい こと が わか る . これ を 冷却 する に 要する 熟 量 が 可 な り 大 きく な る ミ 


b) 全 礁 ヵ は 将 縮 漁 度 な が 低い 穏 低く と つて よい ( 築 と tt 
10). ) 同 議 冷凍 能力 の 一 部 を 用 いて , 導 縮 器 を 自然 冷却 
60) 台 が 低く な れ ば Pxugs が 侍 し く て も 名 は 増加 す し た 後 更に 脱 制 冷却 する 方 法 も 考え られ る が , この | 
る 従 つて &y が 一 定 で も を き w が 増加 し Rr は 才 様 に し て 得 ら れる 准 a 
加 す る ( 築 25 園 ). 可 な 冷却 押 量 に 等 し いか 又は これ より 少 い か ら 苑 量 
060 ーー 的 だ は 利和 健 だ な ら な し じ 共 人 鐘 や この よ 9 に すれ ば 全 
て ゃ を 5] き 下げ Rich Sol. の 流量 を へ らし で も よい 8 
MP い 5 利 符 を 需 ら すこ と は で きる . 

r QW 1 動 ) 5 ガス を 併用 する NH 牙 冷凍 機 の 性 能 詩 覚 
0 法 を 明か に した. この 計算 方 法 で は 蒸 可 器 に 於 け 六 

a 平 爺 然 態 の 気化 割合 も 老 卓 され て いる 
7 A 2) 共 度 条 に 於 ける 気 化 制 人 は 一 定 六 下 度 の 下 で は 


PNHs の 増加 ミ 共に 僅 に 幸 加 すす る 清 3 蒸 細 沼 度 に 


7 記 つて 定まる ある 一 定 共 力 に 達する と 癒 激 に 低下 し 0 
Py (ata) RS RSET he 
第 25 賠 な な, の 各 , を r, CRs に 及ぼ なす 3) 奈 栗 況 度 が 高 ' 程 数 率 は 良く な り , 叉 nk 最 
影 須 (w=0) ; に な る よう な アン モニ = アテ 分 礎 PN も 高く 授 ば ね ば 
ら ぬ . 
4)- 荻 率 タ x を 高 あ る に は 
a) Weak' solution の 濃度 を な る べく 低く する . 
Generator 度 な を あげ 全 亡 ヵ を 低く と る . そ 
人 れ に は 北 縮 器 の 況 度 は 低い 方 が よい . 
§ b) Rich solution の 濃度 を な る べく 高く する (中 
収 器 の 泊 度 な を な る べく 低く , 床 力 pxmgs を な 
る べく 高く と る ).: 
c) NH:-Rich Vapour の 濃度 上 を な る べく 高く す 
Cs る (を な る べく 高 ぐ 2 を な る べく 低く 所 ぷう : 
rm NY <! d) 蒸 人 器 に お ける 蒸 癌 割合 a を な る ざさ さき く 
te tS すず する 
第 26 岡 な , が を 狗 立た 北 え た 叶 の rg の 比較 5) 全 謙 ヵ は 紅 縮 器 の 冷却 温 度 に よ ょ つて 守 ま り , 飼 和 
A:t,t6 郊 更 B:t=382“C, 婦 外 更 床 力 ps より 借 た に 高く な る べく これ に 近 ぐ 握 ぶ さと ど 
C4=82 °CO, ts 匂 更 を 可 す る .。 

d) 第 26 較 で A 線 は な を 共に 氏 え ア も 恋 4 に 名 し 。 2 Generator の 湿度 ね は 高い 方 が よい が , その 最大 
て 常に 秋 和 際 力 ゎ 、 に な る よう (第 10 面 ) 鱗 え た 場合 に A 
の 性 能 で ある . B は 閣 縮 器 の 況 塵 上 の み は 32°C に 7) 一 般 的 に 云 つ て Solution の 流量 を 減ら し て ち を 
保ち (»= 一 定 〕 吸 履 器 の 泊 度 な の み を 織 % た 場合 高く と る 方 が 牽 は よい . 


を 示し , C は 逆 ほ た 、 な =32°C に 保ち 怒 の み を 続々 た a 
上 2 = se 、 ~ > の EF 注 師 HB = ~0. 50 、 
場合 ( ゎ = か ) を 示 孝 。 この 賠 か ら 欧 政 器 の 冷却 泥 i Ni os 3 


度 を 細 え る 方 が が , 凝縮 器 の 度 な を 鱗 える より る も 影 に くら べ る と 著しく 准 牽 の 低い こ と は 本 質 的 に 己 を 
弧 の 多い こと が わか る . 得 な い . 

e) 冷凍 能力 の 一 部 を 用 いて 自然 冷却 し た 後 の 吸 政 路 10) 牙 率 が よい 場合 に は 熱 サ イフ ォ ン の 加熱 に 用 いら 
の 沿 度 を 更に 低下 せしめ る 方 法 も 考え られ る が , こ れる 熱 呈 の 振 食 は 信 加 半生 の 1022092 0 で まい 8 


0 A れ が あま り 多 いよ うぅ う で は 将 率 は よく な い . 
れ は 寅 際 に 計算 し て みる と 交 放 は 却 つ て 悪く な る . I ・ 
i 然 ka 
これ は Rich Solution 中 に 多く の 也 ,O を 会 か から の 一 部 で ある ptt i っ 


= 0 


テアン モミ = テア 吸 政 准 章 機 の 将 力 加 的 性 能 ( 第 1 報 ) こ 
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」 陰 狂 TT アンモニア 吸 政 冷凍 機 計算 用 諸 ン 敷 表 集 1 表 Rich Solution の 濃 廃 
へ DNsata =— La 
a U2 A 1.6 1.8 240 2.5 83.0 3.5 4.0 
0 :4380 | .4660 | .4915 .5165 | .5420 | .5660 | .6270 | 7020 | .8120 .9300 
5 4065 語 4320 半 き 4565 半 半 き 4780 衝 85000 間 還 5215 (15700 FE 62380 6835 0 7570 
10 3780 40200 42351 1 4435 | :46401 1483) | 5260 | .5680 | .6120 | 6560 
5 3505 | .8735 | .8940 | .4125 | .48315 | .4490 | .4880 | .5245 | .5605 | .5945 
3255 3470 | 36701 3840T | .4020|7.4185 | 14545; | .4875 | .5185 | 5470 
25 3000M E3315 S3410 | 35757 | .37457|0 3900 "| 42400 | 14545 | .48201 | .5075 
30 S75 S60 3835W SO 360 8900 425 I S00 3 
85 HO 29800 30907 | .823451 | 13380 | 13700 1. 8970 1 4205E I 4450 
40 S802 2 00 寺 2860 3015 前 S8140 8450 ST S040 A 
筑 2 々 Weak Solution の 濃度 &w 
* 0 3 和 集 琴 Generator 内 Weak Soution 漠 の 最大 極 
EA 限 値 tomaz °C 
90 . 2525| . 2910| . 3300| . 3600| .. 3860| . 4120 
100 "| .2140| :2575| . 2900| . 3195| . 3435| . 3680 0 e Ot 
110 -17585 .2200| . 2525| .2815| . 8045|-. 3280 EC S83 tet. 9h69.0124.5 179.0har.1 1o4.100.4 206. br.4 
120' |.1375| .1825| . 2160| . 2450| . 2680| . 2915 
130 -1000| .1455| . 1800| . 2090| . 2825| . 2555 
2 140 .0610| .1085| . 1440| .1735| . 1975| . 2210 第 5 素 Generator に 入る Rich Solution の 濁 席 °C 
50 :0260| .0720| . 1075|. 18375| . 1625| . 1865 
160" |'158:19)| .C860| .0710| .1005| . 1275| . 1510 0.10 0.20 0.80 0. £0 0.50 
.170 = [2.6| .C335| .c630| .0910| . 1140 Rate 2s) 
(179.0°)| 187.1°) | (194. 1°) | (200. 4°9 6 130,0 | 1C3,6 78. 0 55.6 38.6 
EE:( ) 内 敷 宇 は &w = 0 な る 温 許 分 ち ね max を 示す . 7 |136:8 10905 | 8306| 60:9 | 48.5 
| 築 3 表 NH Rich'Vanour の 湾 度 人 8 14202 |115°2 | 89.0 | 65:81| 48.0 
0.20 0.25 |0.80|0.85 | 0.40 | 0.50 et 147.0 | 119.6 | 93.0| 70.0 81.8 
Data > | | 10 28 24 GA ON 5 6 
6 26 E081 946 1 971 | .983 1 1994 i 161.4 | 132.4 | 105.0 80. 8 6232 
= .811 |.898:| .941 | .968 | .982 | .993 14 6830OM ISS2 NL 8S. C6682 
8 .796 | .884 | .935 | .965 | .980 | . 992 16 |174.6 | 146.0 | 117.6 | 92.6 | 75.0 
9 .782 |.876 |.931 | .962 | .978 | . 991 訂 
10 769 | 1867 | .926| .959 | .977 | .991 
1 744-|..850|.917 | 955 | .975 | .991 第 6 表 吸 履 問 よ り 出 る Rich Solution の Enthalpy 
4 T2885.908: 949 | ..972 |".990 4 keal/kz 
16 .701 |.818 | .897 | .944 | .969 | .989 E 
- ~~ |.20|0.25'| 0.30 | 0.35 | 0.40 10.45 | 0.50 
第 4 秦 Enthalpy 人 又は (2) kcal/ks PxHsata\ | 
a aaa NO 1.0 |13.2|-4 0|-19:8|—33: 8|—46.0|-55. 41—62.0 
ata | 5 0 : ; 2 Le 1 15 5 =20 6 4 d=54 =58.0 
6 169.4 113.0 7i.0| 34.6 .49-183.2 科 4 和 1290 2 0 dd A 48 
i 165.7| 119.2| 77.2 40.2 10:7— 8.4 16 27;0|. 910= 7.6|—22.8 =84.9—44.6|—51:; 6 
8 i171.4| 195.6| 83.0| 45.7 15.5— 3.0 8 30.012.4 49=19.0=381.6—4L.6|=48.2 
9 176.6| 130.6|- 87.9| 50.1| 19.8| 1.4 2.0 133.0| 15.4— 1.8—16.4—28.5—88.2 =45.8 
10 181.3| 135.5| 92.5| 54.4 24.4 "5.8 2.5 |40.2 22.0| 5.4— 9.6|-22.4—82.2|-89.8 
192 189.8| 144.4 100.9| 62:2 31:9 12.8 3;0 46.3 28.0| 11.0|— 4.0|—17.0|—27. 2|—~34.6 
14 197.8| 152,4| 10810|” 68:4 37:5| 18.2 535 51.6|32.8 15.8 0.6—12.8—28.0|-30.2 
16 204.0|160.2| 115.2| 75. 3 43. gl 24.6 40 56.0 87.20 19.9 44- 8.6|—19.0-26.0 
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第 7 素 款 サイ フラ オン に 入る Rich Solution の 
FEnthalpy 9 keal/kg 


第 10 圧 北 縮 束 に お ける 凝縮 液 の Enthapy 4 


R020 025MO) sl 35|0.4010.4510.50 
CR ; | 
0 -34| —40| -45| —50| —53 | —55 | —54 
10" —24|=30|=35|=39 |—43 |—45 | =44 
30" 1 =20| ニ 25 1 一 29 | 一 82 | 一 34 =33 
30 ー4| 10| 15| —19| -22| 24 | 一 28 
40" 0 = 光 0 ニニ S 
50 i A A 
_60 SO CO OE 0 
70 SE A 
80 A AO ES S03L 
90 58|: 5 47 | 44 42 | 42 
_100 68262 GS 64 E53 
第 8 表 跡 政 器 た 入る Weak Solution の Enthalpy 
3 kcal/kg 
i 
0 ONEON OR ON ORS0M E00 
CS 
0 OO DS 
10 OM EO 35 2 
20 20 RD 
: 80 30 L009 = 22 
40 40 29 C82 
50 50 33 7 6 0 
60 60 43 27 16 9 
70 70 52 37 2 12 
80 80 62 47 37 31 
90 90 78 57 47 42 
100 100 82 67 57 52 
120 20m EOS 88 8 73 
140 1400 S28 110 100 94 
第 9 素 Generatbor より 豆 生 する NH。; Rich Vapour 
の Enthalpy %; kcal/kg 
~~ |0.20|0.25|0.30|0.35|0. 40|0.45|0.50 
nD ata | 
6 408. 8|l380. 0|360. 71346. 6|337. 0|329. 713283. 9 
” 416. 6|885. 8|365. 01350. 4340. 01332. 11325. 8 
8 428. 0|390. 5|368. 41358. 0|342. 21388. 71327. 2 
9 429. 0|395. 01371. 41355. 41344. 01335. 31328. 6 
10 434. 4398. 6|374. 3357. 8345. 9337. 01330. 2 
12 445. 0406. 8|380. 5I362. 2l349. 3389.7 332. 2 
14 453. 6l414. 4385. 0|365. 21351. 81341. 81334. 2 
16 461. 5\422. 01391. 2I369. 8354. 71343. 9336. 9 


: kcal/ks 
0) 還 
いい 02|5° 102 ato A 2 25ANE DN 
a 
: 0.7 |—34|—28|—24| =18|—13|=7 = 3 4 
0 = A = CO 
C9 sh Oh EN 
1.0 0 I SD | 
| 
筑 11 表 ] 
90 | Se i 0 
DNsAta : _ 
0 .8560| .6155| ..5120| .4380| . 3780| . 3255 
1.2 "|(-30.39)| .6740| :5470| . 4660| . 4020| . 3470 
LL 4 (27.09| .7470|  .5810| . 4915| . 4235| . 3670 
1.6 |(-24.2%| .8600 .6170 :5165| 4485| .3840 
8 — c=27.6)| .6600| .5420| . 4640| . 4020 
2.0 — |(-19.29| .7010| .5660| . 4830| . 4185 
2.5 — | (1:09| .8680| .6270| .5260| . 45 和 5 
3.0 r= — |(-9.7)| .7020| .5680|:. 4875 
3.5 = — ls5.6|.8120| .6120|".5185 
4.0 ーー — |(-2.39)|.98300| .6560| .5470 
許 : 泰 中 (< ) 肉 敷 字 は な &s= エ 0000 と な る 温 魔 
な を 示す . 
筑 12 秦 kcalkg 
mC 
NN =30° | —20°| -10°| 0 | +10° | 上 20° 
PNE:ata . 
1.0 |-48.0-64.6|-63.0|-53.4—41.0-27.2 
1.2 |(=33.2) —57.8|—60.8|—58. 8|—42.01—28.8 
1.4 |(-29.8)|—49.8—57. 8|—53. 8—~42. 8—30.0 
1.6 |(-26.2|—387. 2 =54..0|=583: 0=43.6=312 
1.8 — |(-23.4)|—49.6|-51. 4 -43.6|-32.0 
2.0 ーー (=21.0)|=45.0| 一 49. 4ー43.6=32.4 
2.5 — |(-15.8)|—26.0—42. 8|—41. 8 —33. 0 
3.0 — | — |(-10.8|-384. 9-38.6|—32.8 
3.5 ーー =e9|=21:A4=34:02818 
4.0 = | = 2480 ご 28.8 2916 


誕 : 表 中 (  ) 肉 迷 宇 は #s=1.0000 な る 濃 慶 印 


ぁゃ 第 11 表 く 


) 内 温 席 に 於 ける 和 錠 和 液 の ェ ン タ 
ん ピ を 示す も の で あつ て , 上 往 な の 温 席 に 於 ける 
も の で は な い . 
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附 鈴 [アン モニ ア 吸 政 冷 章 機 性 能 計 算 用 諸 線 園 


40 EN 
。 1.0 t2: Te OF Weat Sotution, 
1 ta: Temp. of Rich Solution in Absorber i Heater | | ey 
. ¢ Q3 i - | = | 4 悦 用 レイ 
; [ 人 陣 | | 
_ 六 3 下面 画 園 吾 還 i a 還 還 Op 
夫 画 トト トト 衣 敵 部下 世 清 間 所 
8 1 (本 征 EN 抽 本 前 科 本 聞 
「 Il 
Sc 1 「 キキ 
5 | i i 二 @ 壮 = 
加 ! 四 男 
に 3 | 
® | ま 評 国 用 各 購 周 人 > 
EE 0 
= — 
0 本 還 還 電 回 還 寺 計 計 思 時 半 回 交 は 史記 攻 較 敵 人 
調 層 | 画 | 回 ヤヤ に ト に に に 
Ql | a | | ニラ 
曜 盾 相 生 
EE CO TR ET ETT ET EC 
fartial Pressure of NH Khas ata. Total Pressure —P ( kg em?)- 
筑 エ 園 Rich Solution の 濃 慶 全 第 2 園 Weak Solution の 漠 慶 &w 
OR 0 | | 功 賠 
1 | = ーー 
際 ささ 互 男 園 画 呑 田 上 
トト 一 隔 1 < | 
- ww に に き - 
ll I SS ト トト + トト ゴ 
0 a a | 
93 | S30 | 
120 { a 
人 き * §m | 還 四 上 
守 \ ~~ + > gh | 
Ss \ RY ey | HH 
ぷ A | ‘8 1 es 
き § 08 oT トー ーー ささ ? 
る | ぁ 画 財 | | ベ 
= | YW = I | 
8 = が 壮 四 | = 
} 7 ek 
や | | ーー— ト i 
orl 4 
2 sD : 240 PA) 0 Wl 22 23 04 25 
3 Concentraton of Rich Solution S$r* $n, Sw 
第 8 菩 Rich Vapour の 測 慶 名 第 4 較 Enthalpy 全 , な 
190 es 
180 コー 「 | 
170 EE | ゴイ | | 
160 だ 40 
I 還 陣 半 a ® き 、 
4 < | i に KP 了 
Sm Xe 2 
120 > 、 + - ト コト a a Ss 
S70 ーー 0 TT “<- 
100 | き 
M hE 箇 S20 
80 半 占 RN 4 
7 | トー | “ 
-60F—4 _ Ek -40 
0 | ’ 
計 a20 030 040 G0 3 030 0 蘭 
Concentration of Rich solution™ ¢r Concentration of Rich Solution tr 
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集 2 彫 tsg, sg 


エ の 突き 固め に 土 する 粗 骨 材 の 影 細 " ek) 


( 胃 厩 土 需 電 用土 に 開 す る 研究 第 2 報 ) 
(1951 年 5 月 8 日 受理 ) 


; Effect of Coarse Material on the Compaction Test of Soil 


by Kazuo MAKIUCHI 


The purpose of the investigation was to determine the effects of larger size fraction of gravel in soil 
| コ sbjected to compaction on maximum density and optimum moisture content, and to ascertain it it would 


No.4 sieve up to 30 mm. 


or the effect of the larger material. 


; Bive satisfactory result to make the compaction test on samples containinz the material retained on the 


The common practice is to make the test on the material passinz the No.4 sieve and make a correction 


Comparative tests were made on samples containing the material retained on the No.4 sieve and samples 


pasing the same sieve. 


| In the test, the samples containinz the coarse material gave greater values for maximum density and 
| smaller values for optimum moisture and greater compaction effect than did the material from which the 


概 妄 


| 上 を 枢 築 材料 に 用 いる 場合 に は 一 度 土 の 組織 は 所 乱 さ 
れる の で , その 土 の 粒度 配合 , 物理 的 性 質 , 含 量 等 と 
奨 に 臣 固め あ カ が 問題 に な る . 牟 常 これ 等 の 性質 の 策 只 室 
的 取 抜い と し て , 堅固 あめ 試験 (Compaction test) が そ 
の 土 の 緊 め 固 あ 和 性 綿 の 決定 に た 探 用 され る . 

「 緊 め 固め 試験 は 通常 突き 固め の 方 法 が 搾 用 され 試料 二 
中 まそ 番 ふ る い (又は 綱 を る い 4 8mm) 通過 の も の に つい 
計 研 行 は れる - うろ 

i は られ る 場合 は 本 邦 

2 で は ほ は 因 鑑 な 不 件 の 一 つ に - 従 つ て 7” 以上 の 福 灯 を 
含む 場合 は 唯 香 に 0 3/。" 位 血 過 4 番 人 
下 4.8mm) の 材料 で 置き 換 へ て 行 つ た と し て る 寅 際 の 
る の と 相 党 異な る 條 件 を 示 子 。 本 策 葵 は 文部 省 科 召 研 究 
乾 の 援助 の % ‘aa 富 論 室 的 の 突き 知 め 試論 に 於 で 詩 料 に 


| coarse particles had been removed. This result azrees well with the actual case and indicates that data 
from samples containing all fractions as received are necesary for application to field conditions,. 


含ま れる 粗 粒 材 が その 告 の 最適 信 水 量 及 最大 客 度 に 及ぼ 
チ 了 チ 影 響 に つい て 探索 し た も の で あり 寅 葵 は 中 岡 ) 石山 , 
山崎 等 の 婚 生 議 君 を 類 わ し た : 


1. 窒 方 法 


通常 突き 固め 試験 で は A.S.T.M 又は A.A.S. 互 .O で 
は を 2, 高 さ 約 を 5 容量 1/30 ft J.I.S. で は 10cem¢, 
容量 11000m* の 丈 型 園 箇 型 秩 を 用 い , タン ペー は 2"% 
5cm ぁ $) 軍 量 572lb (25kg), 自由 落下 運 離 12” ( 約 
30 cm), 試料 は 夫々 3 麻 に 分 け て 各 訂 25 回 突き で ある . 
Modiffied A.A.S. 了 L.O の 方 法 は 101b 0 
下 離 18”, 3 訂 の 代り に 』 診 ど な つ て 居る . EC: 

R. test や で は この 突き 向 あ 交 果 ⑤ 0 
effort) と 同じ 意味 で 6"¢ の 型 枠 た 突き 固 あ 厚 さ 1 毎 
に 各層 55 . 同 突き で , 10I1b タン ペー, 18” 自由 落下 の 
方 法 を 用 い で 届 る 


I) 昭 25. 10. 28. 日 本 胡 力 避 合 . 散 用 物理 褒 . 化 各 所 擁 協 人 . 日 本 建築 加 答 . 土木 亭 各 ・ 日 本 化 了 全 . 日 本 
氏 業 食 . 則 業 擬 械 各 食 . 農業 土木 杏 倫 の 「 土 . 欠 艇 郊 器 」 REA 土木 賜 人 答 と し て 析 要 講演 


2) 土木 工 雷 科 数 接 


3 A.S.T.M. D—698—42T.; 


Tentative Method of Test for Moisture Density Relation of Soil. 


A.-ASH.O T—99—38; Standard Laboratory method of Test for the Compaction and Density of Soil. 


す - エエ .8S (< 理 本 工業 標準 規格 ) ; AI1210 ; 


土 の 突 固 あめ 試験 方 法 


CBE tet は Califoriia Bearinz Ratio で 路 床 土 の 一 種 の 衣 功 拭 抗 比 で ある . 
5) 突き 固 あ 区 果 は タン ペー の 突き 固め あ エ ネル ギー を 示す も の で ある 


落下 高々 タン ペー 重量 X 1 訂 突 き 固め 同 敷 x 居 曖 


突き 固め 切 果 = 


試料 喘 積 


ーー 
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. 本 滞 験 で は 粗 尊 子 と 型 要 の 肉 綴 と の 開 係 か ら ぎ ' 型 桁 よ 
り る も 6"“ 型 可 を 用 い 粗 粒子 の 噛み 合せ Interlockinz を 充 
A 

肖 材 は 砂利 , 砂 , シン ダー 等 を 闘 東 ロー えた に 配 し その 
混合 割合 に よる 最適 合 水 量 及 び 最 大 密度 の 鐵 化 及び 士 の 
含水 が 一 定 の 場合 の 混入 粗 尊 子 量 の 突き 固め へ の 牙 果 に 
つい で と 才 侍 じ だ! 


2. 使用 材料 の 性 質 


使用 材料 の 性 質 に つい て 要 説 すれ ば 次 の 通り で ある ・ 
これ 等 の 値 は それ ぞ れ J.I.S. 叉 は A.S.T.M. の 標準 方 
壮 き 求め た 
(RE 
試験 の 都合 上 , 厚木 附近 の rー ぇ 及び 都内 四ッ谷 の 
ー ぇ を 用 いた ( 筑 1 表 集 1 圏 参 照 ). 
第 1 表 試料 王 の 性 質 


扇 分 | 雌 章 | 性 | 天 性 | 天 竹 | 政 縮 | 収縮 | 邊 然 信 
限界 | 限 四 | 指 表 | 限 自 水 比 
| 
昼 本 '2 490| 108.8| 832.6| 76.2| 80.1| 0.88| 72.2 
A 2545:8150| 524 28,6 60.6| "= | 94.55 
和 粒度 分 基 
EEK 10 20 20 60 p20 7 
30| 0 
8 20 
人 人 ロゴ 
70| 30 
ぷ G0 EK いこ 40 
50 - A ム 50 
0 Fei ® 区 - 8 
舞 30 (A) シ 、 E 70 眉 
20 ンタ ニー 80 
10| 9 
4 : 00 
7 0 ; a0!  ) 000! 


康 ( 租 ) 砂 


EB 
@ 砂 
幸 と し て 相 和 横川 疾 暗 次 色 , 表面 間 燥 玖 態 で 比重 2.7 
含水 比 2.0 容 隙 比 39.5 澤 位 重量 1.987 粒度 本 
合 は 第 1 園 砂 , A. 
シン ダー (一 度 和 突き 固め を 行 つ た 後に た 10# 以 上 の 塊 
は 取 除 いた ). 比重 2.318 含水 比 31.1 将 度 配合 
は 集 1 岡 参 照 . 

砂利 

多摩 川 産 砂 利 で 岩 質 は 辛 と し て 水 成 岩 の 寿 岩 
稿 板 岩 で あ 
用 いた 混合 


A) 
, 砂岩 , 
る . (粒度 配合 は 第 1 園 A) 但 試験 に 
村 4 は 25mm 以 上 の 大 粒 を 取り 除い た 碗 B 


の 配合 で ある : 又 各 粒度 の 影響 を 知る た め に 25~20 
20~10, 10~5mm の 3 種 の 曹 粒 度 骨 材 を 使用 溢 33 


第 2? 表 試 将 砂利 の 性 損 


思 位 重量 


話 ) 分 比 x | a 窒 隙 比 

冬 B、 |22.7903| S73 | 科 306 首 蜂 雇 g8 
25~20mm 2.680 ] 0.85 340 | rn 
20~10 | 2.696 ] 0.64 39.3 |" 1.639 
10~ 5 2.696 | 0.95 34.8 | 1.676 


3. 夫 及 び 砂 の 混合 


非 其 集 性 の 両者 の 混合 に つい て は 突き 固め 方 潜 は 規定 
の 方 法 は 探り 得 な い . タン ペー の 衝 繋 に 件 つて 砂 は 下部 
に 優 積 し て 春 及 び 砂 が 分 離す る .、 こ の 混合 に は ュ ン タリ 


ho NY MY 


日 化 車 量 と グ m? 


~~ STF =y 
Ce 


Ca Br 


0.0 X04905060 MW.809%100 
春 温 合 % ( 応 全 重 )" 


第 2 賠 森 及 び 砂 混合 物 の 突き 固め 性 損 


= ト 用 の 突き 扶 を 用 い 到 人 | に 噛み 合 つ た と 思 は れる 迄 突 
き あ ぁ あげ た. 型 枠 は 6"g, 深 さ 6” 容積 ( 筑 測 ) 9785cms 
で ある . 

混合 試験 の 結果 は 筑 2 較 に な る . 

園 の 如く 理論 的 計算 の 結果 と 策 際 と は 極度 の 距 9 を 生 
じ て 居 る . これ は あぁ ある 第 園 を 超 し た 場合 。 そ の 尊 処 に 大 
き な 差 の ある 二 つ の 非 苦 集 性 EF 附 落 性 】 の 物質 の 混合 
は 細 灯 の 添加 に よる 田 位 重量 の 増加 は 不可 能 た 近い こと 
を 示し て 居る . CR 
る と 完全 に 粗 粒子 の 噛み 合せ に よる こと が 千明 する . 
A 
大 密度 の も の と 異な る 條 件 で 存在 する 理由 の 一 年 が 見 出 
され る . 又 藤 井 三 士 ふ ⑫ の 号 材 の 最大 密度 に 闘 す る 研究 の 


26 —— 


a 


! 者 
EE MG bt = ON Sh 


司 貴士 の 寅 葵 六 フ ョ ー テ ー プル の 入 緊 で 砂粒 が 下部 に 
a 
護 電 財 圭 の 次 謀 か ら 放 言 は 出来 な い . 


4 ご ジー ンタ ダー と の 運 信 


北 集 竹 の 土 (厚木 ホー ム )〕 に 非 北 集 手 の 大 物 同 型 灯 度 
肖 合 の シン メー を 混入 し て 試験 し た . 両者 の 粒度 配合 は 
9) シン ダー 及び ロー ム の 突き 固め 試験 

第 3 園 か ら rー ぇ ム の 最大 密度 ( 士 ) は 0.940 t/m* 最 
画 命 水 比 76.522 シン メー は 1.60 4/m3 33.0 2 で ある . 
⑤⑪ 土 と シン ダー の 混合 物 突き 固め 試験 

土 の 含水 量 を 一 定 に し た も の に シン ダー の 量 を 負え 午 
いき 還 め 就 答 を 行 つた その 村長 


訂 し | ラジ シタ 
ンタ 表 敵 昌 了 ロー ム 
6 中 較 彫 叫 
1.5 
14 
剛 コ 
較 く 73 
2 7 
20 
居 77 1.9 
1.8 
| 16 
- 状 障 百 誠司 7 
HH 5 療 
忠臣 界 ーー 
ll Rs 
RR 0 
E07 ES 光 
| RE 10 
RG 09 
pt) » 
Nt 
第 3 較 シン ダー 及び ョ ローム の 突き 固 あ 性 質 


ょ 第 4 賠 で ある . 

粒度 配合 及 比 重 の 近似 し た も の の 混合 で は 双方 の 含水 
時 が 一 定 ( 最 念 水 ) の と き に は 混合 材 の 密度 に さ し た 
護 化 が な い . 但し 引 入 抵抗 が 重量 配合 502 附近 で 最大 


土 の 突 き 同 あめ あ に 敵 する 礎 材 の 影 称 59 


単位 重 馬 m3 


010203040506070 68609% m0 
シン ダー の 混合 % ( 対 全 重 ) 


第 4 菩 土 と シン ダー の 混合 物 の 突き 固め 試験 結果 
Ee p 
これ は この 混合 材 の 突き 瑞 あ に よ る 安 


定性 を 示す も の 


ER 


と を 示し て 居る . 


5. 和民 の 混合 量 に よる 土 の 突 き 固 あの 
最大 密度 及び 最適 言 水 の 終 化 


記 の 混合 量 及 び の 大 さ の 最大 密度 及 最 適 含水 へ の 影響 
を 知る た あめ に 記 の 混合 量 を 一 定 た に し 年 ら 土 の 含水 を 鎌 化 
させ て その 最大 矯 度 と 最 滴 含水 を 求め た . の 混合 量 は 
せい ぜ い 宣 量 比 で . 50~6022( 習 全 重 ) 迄 で それ 以上 は 混 
合 が 困難 に な り , 佑 土 の 信 水 比 の 少 い 聞 は 3 の 砂 と 奏 の 
混合 の 闘 係 に た 似 て 充分 に 粗 粒 子 の 間際 を 細 粒 子 が 充 載 し 
な い . 

試験 の 結果 ③⑤ に た つい て は 第 5 園 及び 第 6 彫 で を ちる. そ 

の 結果 を 要約 すれ ば 

1) 春 量 の 増加 に 従 つ て 最大 密度 に 敵 し て の 最適 念 水 , 

は 一 線 に 減じ て 來 る . 
2) 春 量 の 増加 に より 混合 物 の 最大 密度 は 増加 する . 
3) 粒 綴 の 大 さ に よる 最大 吉 燥 密 席 の 外 化 は 殆 ん ど 認 
め ら れれ ない. 

4) 粒 絵 の 大 さ た に よ つ て 最適 含水 比 の 鐵 化 は 8 一 4 

以内 の 紅 化 が な ある. 


6) 土木 試 駿 所 報告 第 37 玉 昭和.12 年 6 月 


7) まし 玉 放 人 下 し で の 放 水 た 壮 し て の 倒 壌 性 た つい て は シン ダー の 配合 の 少 い . 
巻 一 般 た 路面 虚 理 に 使用 され て 來 た 理由 と 舌 障 を 護 明 する も の で ある . 


が 少な 。 と れ は 信 


ロー ム の 多い に も の ふ ゝ 方 


8) Maryland. University の E..J. Zeigler る 粒 許 配 合 を も つた 奏 の 混合 た 旋 て 大 艇 同様 の 結果 を 出し て 居る . 
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70>20" 秦 混合 


EA 0 


宮上 四 
休 注 合 % 
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20~25" 灰 混合 
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克 混 合 割 合 が 最適 今 水 比 , 最 大湯 燥 徐 度 その 他 の 譜 竹 忘 に 及ぼ す 影 枯 


: 土 の @ 和 突き 固め に 壮 す る 和 奉 徐 の 影 枯 ' 61 


8 (球面 灘 陵 と 優 定 ) の も の を 拓 を 鍋 へ な が ら 混 信和 
6. 一 定 訪 水 の 土 の 突 き 固 め あめ に 及ぼす き 固 あ た . その 結果 は 第 6 岡 で ある . NN 


混合 工 量 の 影 絡 2) 虹 粒 度 粗 肖 材 と 四ツ谷 rrー ム の 混合 試験 
' Bmm a NU 10mm a (Oa 90mm a mm の 8 種 の 軍 粧 
1) 第 1 園 の 記 B と 厚木 『ー ム の 混合 試験 度 骨 材 の 性 質 は 第 2 表 , 四ツ谷 ョ ー ム は 第 1 菩 及 び 1 素 
厚木 『ー の 含水 比 を 76.0 の 一 定 と し 奏 含 水 比 1.8 。 の 通り で ある . 


4 
2 
2.0 


単位 重量 m3 
単位 重量 m3 


0 | 0 
002030036070 8 9 10 20 3040 50 80 W 80 YH WW 


混合 和 % ( 対 春 容 積 ) 原 混 合 % ( 対 春 容 柄 ) 
第 誠 間 7 園 和信 8 遼 
礎 混 合 量 の 影 細 (四ッ谷 ョ ローム 党 混 合 量 の 影 絡 (四ッ谷 ョ ローム 
填 思 粒 鹿 灯 骨 材 5 一 10 %) 十 思 位 粒 鹿 灯 骨 材 5~10 mm %) 
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27 上 計算 値 ---- 
20 実験 値 一 一 に 
記 に に | 因 に ルレ 
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春 混 合 % ( 対 容 積 ) 
か ボ 因 


混 合 量 の 影響 (四ッ谷 ローム 十 軍 粒 慶 粗 骨 材 10 ~ 320 mm %) 
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克 温 全量 の 影 絡 (四ッ谷 ョ ー ム 十 思 粒 慶 畑 骨 科 10 ~ 20 mm %) 


土 の 含水 比 を 一 定 に し て 春 量 を 畿 化し 古 ら 突 き 固 あ た 


結果 は 
BM 1 MM 第 2 8 
第 10, 


第 13, 


1 mm a 90mmM 

DIONMM IMM 
で ある . 

試 了 の 結果 を 要約 すれ ば 


14, 


9 賠 
12 賠 
15 彫 


@ 型 桁 の 大 さ ( 宙 ) と 粗 粒子 の 寸法 と の 間 に 微 で 
は ある が が 突き 固め に 半 し て の 影響 人 出 て 来る も の と 推定 
され る. 

⑰ 和 粒 度 骨 材 又 は 複 粒 鹿骨 材 と 陳 粒 鹿骨 材 と 士 と の 
温 合 は 条 そ の 様相 を 異 た する . 

密 粒 度 骨 材 又は 複 粒 慶 肖 材 で は 混合 湿潤 重量 が 常に 詩 
上 自 混 潤 重 量 よ り も 少な く 容 隙 が 大 きい . 

= 


居 土 の 突 き 固 あ に 央 す る 析 材 の 影 緒 63 


生じ る . 
| の 突き 固め の 交 果 は 密 粒 度 衣 材 叉 は 複 料 慶 肖 材 に 将 
上 て は 澤 粒 度 骨 材 よ り も 少 い . 


| 運 粒 度 骨 材 の 方 は 春草 の 幸 加 に つれ で て 土 の 含水 を 打出 


己 て 行く 傾向 が 強く , 土 は 土 の み の 突き 固め 密 鹿 以上 に 
鹸 縮 さ れる 個 向 が ある . 勿論 含水 も 一 時 的 又は 永久 的 の 
: 


0 
002304050607% 809%w 
春 混 合 % ( 対 秦 容積 ) 


第 13 菩 


| 湯 粒 度 で は 一 般 に 計算 湿潤 重量 に 合致 令 は 多少 の 思 凸 


謙 縮 を 受け る も の と 推定 され る . 

〇 ③ 連 材 と 土 の 混合 其 態 は その 肖 材 の 粒 慶 又は 灯 鹿 本 
合 で 紅 る が 一 般 に 避 断 抵抗 双 は 麻 状 抵抗 の 最大 の 昧 附近 
を その 境 と する . 思 粒 度 の も の に つい て は 第 16 較 に を 
の 要 略 を 示す . ; 

用 水 は 試験 回 環 少 な く 明 確 な 結論 は 出し 得 な い 
が 一 般 に 退 水 断面 が 減少 する た あめ に 朋 水 量 も 減少 する . 


計算 値 ---- 


単位 重量 m3 


CO 
00 203040506070 6809% 0 


春 混合 % ( 対 春 容積 ) 
第 14 


栗 混 合 量 の 影 状 (四ッ谷 ローム 十 料 慶 粗 肖 材 20 へ 25 0%) 
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64 本 大 此 殖 研究 所 菓 報 


— 


然し 辿 材 及 土 の 性 質 義 も 中 落 性 の 問題 が あり その 間隙 を 


速 た 透水 せしめ る も の も ある , 
7. 結 謗 
1) 粒度 配合 近似 の も の の 混合 で は その 突き 固め の 交 


困 は 大 き な 細 化 は な い . 唯 そ の 混合 物 の 性 質 を 鐵 化 履 良 
する kk 下 き 8 | 


5 70 15 20 
ーー 混合 の 大 き さ (mm) 


筑 16 剛 貫入 抵抗 癌 化 の 範 園 


2) 衣 集 性 土 四 に 砂 
性 を 保護 出来 な い . 


a 


・8)" 奏 と 士 の 混合 は 比較 的 容易 た 出来 る が 和 也 粒 度 の も 

の に 比 し て 複 粒 度 の も の は 条 困 難 で あぁ る. 従 つ て 病 際 の 
場合 その 均一 性 と 施工 の 面 か ら 見 れ ば 溝 粒 慶 演 材 を 用 い 
た 方 が 合理 的 で ある .・ 

4) 突き 固め の 数 果 。 士 の も つ 含水 に 百 し て の 影響 か 
ら 考 へ れ ば 和 晶 粒度 を 用 いた 方 が 良い . 又は 複 粒度 を 用 い 
て る も 砂 質 分 の 鉄 除 し た も の 衣 落 果 的 で ある . 含水 の 抽出 
に つい て は 銚 9 期 待 し な い 方 が 療 全 で あぁ ある. これ は 現場 
に 於 ける 帝 際 思 共 を 行 つ た 結果 か ら 明 確 に され 得る . 

5) その 混合 物 の 部 断 ( 摩 聞 ) 抵抗 又は 寺 持 力 と 透水 
その 他 の 容 定 性 を 老 へ た な ら ば , 軍 量 比 40 一 502 附近 
迄 の も の は 感 士 (耐水 性 に 用 い , _ 702 以上 の も の は 道 
路 に 用 いる べき で ある . 従 つ て その 場合 そ ゎ ぎふ 式 又は 
松 粒 度 式 の 路 毅 又 は 基層 に な る . 

この 場合 の 混入 は 困難 に な る 吉 土 の 含水 を 増加 する か 
又は 混合 方 法 を 老 へ な けれ ば な ら な い . 
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オリ ュ ン トス 身 は そ エーゲ 海 の 北 必 を 占め る カル キディ 
ケー 年 島 に た あり, ご の 年 島 の 先 示 更に 分 れれ て ペッ レー ネ 
ー 午 島 と な る . その 根元 に 位置 する ギリ シャ の 腐 都 で あ 
る . その 歴史 に つい て は 巴 に ギリ シャ の 史書 に 散見 し で て 
いる が ,? の も と も と この 年 島 は 物産 が 豊か で , 和敬 荷 , 蜂 
客 , 木材 , 鐘 内 に 富ん で いた . "オリ ュ ン トス の 西南 12 将 に 
あぁ ある ポテ ィ ダ イア は ペル シャ ヤ 溢 役 499 一 448.B.C) の 吾 
の 間 方 の 中 性 市 で あつ た ご と は , ペル シャ ヤ ャ の アル タタ 
ベッツ ォ ス が 3 ヶ月 た 頁 つ て ここ を 牙 略 准 ん と 試み た こと 
な どか ら 祭 知 さ れる が が, この 際 オ リュ ント ス も ペル シヤ 
だ た 撤 し て 攻略 され , それ まで の 住民 ボッ ティ アイ アテ ア 人 は 
は る 2 レキ デシ 人 と トミ ネ 人 クリ ト プ セ 
スス だ 5 渡さ れ た と い 5 (Hd の . ここ に 初め て オリ ュ ジ トト 
ス は ギリ シヤ ャ の ポリ ス と な つた の で ある . この 頃 の 市 香 
は 後 逃 する 南部 丘 上 に あぁ つた と され て いる . 

その 後 ポ ペロ ポン ネッ ス 役 (Cc. 48 一 425.B.C.) の 際 
座 オ リ ミン トス は 近隣 の 都 直 と 大 に 起 つ て アテ ナイ に 撤 
ミイ の 半生 を さる だ だめ に = ケド = デ プア! の ペル デ 
ォ ツ カス の 莉 め に よ つ て 海岸 の 庄 市 は, オリ ュ ン ト ズ スズ に 
移住 し 来 り オリ ュ ン トス は この 泊 方 の 中 心 郡 市 と し て 
面目 を 一 新 し た (432, B.C.). 後述 する 北部 丘 上 の 計 電 


都市 は , これ を 機 益 に 市 が 移 暫 岳 張 され た も の と 推定 さ 


れれ て いる . これ か ら 約 100 年 ) オリ ュ ン トス 市 は カル キ 
ディ ケー の 中 心 と し で 築 そ た が , 前 .357 年 , マ ケド = ニア と 
ァ テ チイ と の 間 に 戦 役 が 起り 9, 初め は マ ヶ ケド = ア に 組 し 


を こす 4 し に 抗 し た た め 』 テマ ケ ドミ = ア 平 フィ リツ ポス の た め 


に 市 は 焼き 的 われ た . これ が が 前 848 年 の こと で あつ た . 

9 
し た が つて で オリ ュ ン トス 千 北 部 丘 上 の 遺 忠 は , この 3” 
年 か ら 848 年 に 到 る 一 世 紀 の 間 に 和 建設 され た も の と みる 


こと が で きる の で ある . 

これ ら の 遺 踏 の 調査 研究 は , 1928 年 以来 4 同 に 豆 る 江 
征 に よ つ て 策 施 され , David M. Robinson 教授 示 そ の 
呈 門 に 管 ら れ , その 結果 は 183 鞭 に の ぼる 大 大 な 報告 書 に 
よっ つて で て 毅 表 さ れ た . ぷ 次 料 の 犬 手 難 か ら その 人 参 貌 弥 こ こ 
に 紹介 する こと は で き な い が , 能 5 限り の 箇 園 に だ お いて 
ここ に その 結果 を 要約 し , ギリ シャ の 前 5 世紀 の 申 綿 か 
ら る 4 世 紀 の 申 頃 た に た 到 る 都市 の 費 駄 と 住宅 の 概要 と を 宮 い 
特に これ まで 最も 線 け て いた この 時 代 の 住宅 次 料 を 紹介 
し て , 青々 の ギリ シヤ 建築 の 考 究 に 新た な 頁 を 加え た い 
SR 

2 

間 忠 は 先 た ぶれ た よぅ に 南北 琶 部 の 丘 に 分 れ て ゆる. 
南部 は 南北 約 400m, 東西 約 100m 程 の 丘 上 に あり , その 
南端 に は 石器 時 代 の 遺 踏 が 他 見 され て いる . 北部 は それ 
より 容 を 一 つ 越え , 南北 約 1km, 東西 500m, に 頁 る 少 
し く 低 い 丘 上 に ある . この 北部 の 丘 は 西 と 北 は 巻 個 将 を 
な し じ で いる が 7 東 と 南 は な だ ら か な 笠 面 を な じじ 束 方 の 
府 面 に は 市 街 が 延び , 一 戸 建 の 程度 の 高い 佳 宅 が ある . 
南 に は 谷 が 一 つ 入 9 込ん で いて , 第 3 園 に み ら 刀 る 符 交 
する 大 通り (Ave.D) は この 谷 の 族 に 溢 ぅ て 計 書 され た 
も の で ある . 

南部 丘 上 の 遺 踏 は 思 明 し た 範 園 で は 丘 の 東西 の 継 に 洛 
5 て 略 々 南北 に 走る 通り が あり , これ を 丘 の 中 央 より 北 
寄り の 中 で 申 々 直角 に 東西 に 結ぶ 道路 が あつ で ぎれ ら が 
帳 状 を な し , これ ら を 生 道 路 を と し で 果 災 で で いた らし 
い . そし で その 東西 の 通り の 郊 に 集 會 房 が あり , 又 丘 の 
北端 に 兵器 庫 の 様 な も の が が あぁ つた, も か し これ ら の 六 共 
建築 は 5 世紀 の 末 に は 訂 目 され た らし く , 南部 の 稚 市 笛 
は その 穫 委 し じい パ ぇ の 軸 佳 和 聞 と どじ で 店 つた 、 こ こ に み ら 


患部 助 迷 授 。 建築 中 致 室 , 本 紹介 は 昭和 25 年 度 文 部 竹 衝 癌 研 究 旨 の 補助 た よる 研究 の 一 部 で ある . 


BB) 
2) Hat., VIIL 127; Thouk., I. 58, 62, 63 ; 1I. 79 等 、 邦 区 で は 原 隊 園 昼 士 「 ギ リ シ ャ 員 研究 」 第 2, ( 食 
元 方 。 昭和 18 年 ) 所 政 の 『 オ リュ ント ス え の 陥 落 』 が ある . 


3) 詳し く は 「 建 築 賜 碑 究 , 第 2 剖 (1950)78 頁 に 載 を た . 


その 中 で 特に 建築 た 開 す る も の は 下記 の 8 寺 で ある . 


Excavation at ‘Olynthus, Baltimore, The Johns Hopkins Press. 
Part II, Architecture and Sculpture : Houses and other Buildings, by D.M.ROBINSON. 1930, 


Pp: 178, 23% plates. 
Part VIII, The Hellenic House : 


a Study of- the House loumd, with a detailed account of those 


excavated in 1931. and 1934. by D:M.ROBINSON & J.W. GRAHAM. 1938, Pp. 394, 


1ll plates, 35 text-figures. 


Part XII, Domestic and Public Architecture, by D.M. ROBINSON, 1946, Pp. 519, 272 plates, 
ーー 
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策 1 彫 オリ ュ ン トス 市 住宅 の 復原 横型 (House of Good Fortune). 
上 岡 は 南 個 え , 下 剛 は 西 か 所 見 だ の 
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第 5 る 生計 


』 林 大 沖 工 台 空 記 扶 報 、 


入 ょ 園 南部 丘 上 の 穴 


て る 住宅 は いづ れる も 非常 に 不 規 則 な , し か も 雑 な も の で 


各 つ て , 第 4 園 に その 一 例 を みる こと が で きる . これ は 
南部 丘 の 南東 の 端 に 賞 る 家 で 『 3 角 の 前 面 の 穴 』 と よ ば 
和 れ , 出入 唱 は その 3 角 の 前 面 と , 南方 と に あつ た . 筑 4 
周 の 記 競 に し た が つて いう と e と hb と は 店 らし く , その 
間 が 入口 に な つて 居り , は 入る と 巾 の 康 い 廊下 次 の g 太 
な ょ が 東西 に 長く ある . これ は 後 輝 する よう に オリ ェ ュ ン 
トス ぇ 住宅 の 最も 大 き な 特 徴 で ある Pastas に 和 党 る も の で 
その 巾 は 3m に 及ぶ . b,c は 物置 らし く , a は 最も 大 きい 
3 (c. 4.8mx6.2m),) その 用 途 は 分 らち ない, i m,n,o は 
いつ れる も 店 と いわ れ , k に は 浴槽 が 東南 隅 に ある - 残 つ 
て は いな い が , ここ は 木造 の 選 か , 又は カー テン で 仕切 
られ て いた の で あろ うぅ ・ 紀 1 共に 入 唱 は な い 様 に みえ る 
、 北 麻 が 高く 残 つて る こ . と か ら み て , その 入口 は 南 に 
あつ た も の と 推 祭 され て いる . 
北上 丘 上 の 遺 忠 は 第 2 園 に み ら れ る よぅ な 整然 た る 町 
| 市 が な され て いる . 通り は 正しく 南北 と 東西 に 走 の 。 所 
訂 甚 角 目 駄 の 道路 計 書 が 立て られ て いる が , これ は 南部 
且 上 に み ら れ た 互 駄 町 割か ら 侵 展 し た も の と る もみ ら れ , 
X ミ スス で 沖 楽 さ 4 だ と 偉 ぞ 


られ , 前 5 世紀 以後 ギリ シャ 及び ョ ー マ 時 代 を 風魔 し た 甚 
「 相 目 其 都 市 の 一 例 で も ある の で ある . た だ 季 夢 に し た が 


| つて 東南 に に 符 交 する 通り を 本 し た こと は 必ず し も この 


笑み 雪 何 選 的 な 無理 な 適用 を すけ な か つた と と を 


* 


(示し て いる 
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・ 私 の 知り えた 範 園 で は その 引 摩 は 明か で な 
いも と も と 陽二 に 備え て 作ら れ た 都市 で ある る か ら , 城 
忌 の 存在 が 陀 想 され る が , 池 園 中 に も その 記入 が な い . 

た だ 西部 の 継 , 稚 傾 斜 し た 丘 の 締 は , 穴 屋 の 外壁 が その 
まま 圭市 の 城 詞 を な し た と いわ れ て いる . や 境 市 の 門 は 
南北 に 想定 され る - 北門 は Ave. A の 先 で あり , 南 門 の 


. 位 置 は 明か で な い が 許 交 する Ave. D の 先 で な か ろう 5 


か 7 徐 ピ ビオ リュ ント ス の 外 洪 と な つた ぇ キュ ベル ナイ みみ 


"の 道 は 南 門 か ら 通 じ て い た も の で あろ 5・ 


' び 泉屋 で あろ 5 . 


中 央 に 一 列 の 柱 列 の ある 集 准 所 は オリ ュ ン ピア 


道路 の 幅 は 南北 の 通り が 庶 く ぐ 約 8m で あり , 東西 は や 
や せま く 約 5m で ある . この 直交 する 道路 に こ にょ つて 都市 


: は 南北 約 38m, 。 東西 約 93m の プ ョ ッ ク に 分 けら れ て い 


て , そ の 比 は .2 ゝ 5 で ある . し か も この 中 央 を 東西 に 幅 2m 
の 小路 が 走り , これ は 通路 と いう より は 排水 用 の も の で 
あつ た . し た が つて 佳 宅 の つく られ る 敷地 は 東西 95m, 
南北 18m と いう 5 細長 いも の で , ここ に 5 軒 の 略 々 正方 形 
の 察 が 建て な ら べ られ た 、 こ れ は 第 3 岡 に み ら れ る よう 5 
に 建て 比べ られ た と いう より は , 一 和 き の 穴 を 5 軒 に 分 
制 し た と み ら れ る 建て 方 で , 東西 95m, 南北 18m 程 の 5 
車 長 屋 と みれ ば よい の で あつ て , 各戸 は 仕切 忌 を 共有 し 
て いた . これ は 同時 に 造ら れ た も の と 推 填 され で いる が 
私 に は 必ず し も すべ て が 同時 で ある と 考え る 必要 は な い 
と 思 を る . それ は 材料 が 日 競 灯 瓦 を 志 模 と し , 木造 小屋 
を 載せ た も の で ある か ら , 一 軒 * え と 建て つづ け て ゆく 
事 は 容 易 だ か ら で あ る . 

都市 の 構成 に だ お いて 注意 すべ きこ と は , 北門 か なら 南 に 
は 入る Ave. B が 行き 詰 る 蒸 に ある 集 傘 所 , 兵器 庫 太 
こと これら の 南 に は 南北 120m, 東西 100m 
竹 の 慶 場 が あつ て , この 一 郭 が 都市 の 中 心 で あつ た こと 
は 疑い な い . (第 5 画 ) 


集 偶 所 大 さ は 内 部 で 南北 19m, 東西 9.5m で 2: 1 の 
短 形 で ある 中央 を 南北 に 一 列 に 柱 礎 が な ら び , 引 周 は 


忌 を な し , 入 日 は 東 と 推定 され る . 杜 礎 上 に 立つ 柱 は 人 花 
貼 岩 鑑 で 20 の フル ー テ ィング が あり , Doric の 柱頭 も 人 角 
見 され て いる (第 8 賠 )) これ ら に よ ょ つて みる と その 年 代 
は 前 5 世紀 の 末 近 く と 推定 され る . 構造 は 石造 の 基礎 積 
の 上 に 日 束 灯 瓦 を 積ん だ も の で , 屋根 は 瓦 , 小屋 組 は 
木造 で あつ た . 蜜 内 の 上 席 は 東西 に 北 に 向 つ て 並び , 北端 
に 演説 者 が 立つ た も の と み ら れ る .: 特に 西 歴 か ら 出 て い 
る 3 個 程 の 基礎 積 は , 深く 日 齋 灯 瓦 を 積ん だ も の で , べ ベ 


"。 トレ ス と 挫 規 さ れ 。 こ とれ か ら 推 し て 東 下 に ベル コニー 


様 の も の が あぁ つた の で は な いか と み ら れ る . この よう に 


に る も 知ら 


4) MAN. ANDRONIKOS,: ©n the Wall of OF, publication of the Society for Moodbnia Studies, 


II (Thessalonike, 1949), p. 1-14 
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れ て いる . や の 序 征 ら 南 部 丘 上 の 集 人 所 は , 御園 形 に 虎 が 
な ら び , その 議場 と 門 と の 間 に 杜 廊 の ある .。 ミレ シー トス 
の 集 會 所 形式 の も の で あつ た . 

兵器 庫 集 益 所 か ら 西 に 二 列 に の びる 厚い 麻 の ある 建 
有 物 で , その 用 途 は 明か で な い . 記 厚 は 1.4~1.7m で 人 本 
長 75m に 及ぶ . 少く も 東 午 分 は 兵器 庫 ら し い が , ベル ガ 
モン に お ける 如く 武器 が 名 見 され て いな い の で は つき り 
し な い . 或いは 木造 の 仕切 に よ つ て 硬 に し て 使用 され た 
こと る も , 有名 な ヵ ル キ デ ヶ 基 兵 た 闘 聴 し て 想定 され て い 
る .? 西 御 分 は 避 見 され る 柱 礎 か ら , Stoa だ つた らし 
く , 又 屋 根 は 元 共 で あつ た . 


泉屋 と 水 疾 。 生活 に 鉄 く こと の で きぬ 水 を ギリ シャ ヤ ャ 人 
灘 は 多く 雨水 に 頼 つ て いた . オリ ュ ン トス の 住宅 で も 屋 
祖 か ら の 両 水 を 水槽 に 集め あて いた 例 が 可 見 され て いる 
C&A, Viii, 9). し か し 都市 國家 に お いて 集中 し た 人 口 を ま 
が な うた め に は 営 然 上 水道 の 必要 が あり, サモ ス に み ら 
れる 様 な 大 工事 も な され た の で ある . オリ ュ ン トス で る 
水源 を 北方 13km の ポリ ギュ ョ ス 山 脈 中 に 取り , 都市 の 


ーー ジニ ーー ニー ニー ビー ビー ニニ ニー ニー デー 


近く で は 地 下 ト ン ネ ル 肉 に 敷設 し た 導 レ 管 に よる 上 水 彰 替 
設け て いる . 水 は 自 然 流 下 に ょ つて 流れ 周 園 より 8 m 程 癌 
い 北 部 丘 丘 た に 洋 する の は サ ィ フォ オン の 理 に 基 い た .? の 7 
ン ネ ル は 北門 か ら 入 つて Ave. A の 下 に 掘ら れ , , 聞 表 
3m. (第 11 較 ) 内 部 は 高 さ 1. 56m 幅 は 天井 の ヴォー ルド 
の 始 る 暴 で 1.16m, 優 に 人 の 通行 で きる も の で , この 旗 
に 洛 つ て 導管 を 敷設 し , 故 足 修理 や 清 振 の た め に 45m 
お き に 穴 を 設け て いる ・ 疾 管 は (第 1C 園 ) 郊 士 叉 は ヲ 
ラコ ュ コッタ 和製 で , 1 本 の 長 さ 90cm 前 後 , 外 家 238cm, 内 和裕 9 
約 18cm で 繕 手 は 雌 型 と 雄 型 と を 合わ せ , 更に 5cm 幅 き 
モル タル の 可 を まわ し た も の で , 管 の 内 面 は 滑 か で , 残 
編 手 か ら 水 の 基 出す る こと も な い 優 秀 な る の で ある . モ 
ルル タル は 石 次 と 少量 の 砕 士 から な る も の と いわ れる . 
この 水 遭 は 第 5 園 に み ら れ る よう ぅ に 中 央 訂 場 の 北西 敵 
か ら 東 南 に 折れ , 集合 所 の 南西 に の びている . 集合 所 の 
南 に > これ と 並ん で 東向 き に 泉屋 が あぁ つた の で ある ( 穫 
9 圏 ). 遺物 が 少 い た め に 泉屋 の 復原 は 困難 の 様 で あぁ 
が , 園 に み ら れ る よう 3 うた, 水道 は 季 上 に 出 て 大 き な 剛 


ォ オォ リー < トト ER 


5) オリ ュ ン ピア で は 生 形 の 端 が 片方 アア えた なつ てい る. 中 央 に 並ぶ 柱 の 敷 は 同じく 7 価 で ある 。| 


0h ou 


7) 凍 訪 の か イフ オン で は は ない 管内 の 水位 が U 宇 管 に 刻 い て 等 しい 理 を 應 用 し た に すす ぎ な い ※! 四 の サイ フォ オン 


は =ー マ 時 代 に 秦 わ れ て いる . 


a oe 


ンド ドス 市 作る "の? 侍 常 


i | 


A 
nk 


Re Fs 


A TT 


陣 に 


人 筑 6 面 集 貸 所 球面 岡 


水 槽 に 入り , 貯水 槽 か ら は 獅子 ロ を し た 栓 か ら 水 が 流 
各 出 て , 市 民 は 水 尊 を 携え て 水 波 み に こ こ に 集 り 來 
つた も の と され る . か か る 泉屋 は ユリ ント 等 に も み ら 
れれ る. ふ 前面 に 3 個 の 杜 礎 が あぁ あつ て , 切妻 屋根 を の もせ , 
前 面 に ギー チ の ある 泉屋 が 推定 され る の で ある ( 筑 9 較 
の b 園 ). 流れ 出 た 水 は 可 声 さ れ た 下水 管 に よ つ て 東方 に 
い ( 筑 5 園 ). St. IV の 下 を 排水 され た が , その 先 は 
明か で な い . 又 泉 屋 の 南端 に は 小さ な 水槽 バボ つく られ , 
その 高 さ は 62cm あ つて ここ は 動物 の 一 馬 な どの 一 た め 
の も の と され て いる .・ 泉屋 の 前 面 は Ave. B に か け て 小 
石 で 舗 末 され , 水 で 遭 の ぬか る の を 防い で いる . 
| この 水道 は お そく る 前 5 世紀 の 末 に は 完成 し た も の と 
区 らし で いる そし で て で て サモス の トン ジン ネ ル が 10 年 か か つた 
想 か ら み て , オリ ュ ン トス の 水 疾 ト ン ネ ル は 工事 期間 も 
5 へ 10 年 位 と 見 られ て いる . 
人 ロロ は 成 時 に お いて 1 萬 以 上 と み ら れ て いる が , こ 
れ は ギリ シヤ 都市 と し て は 多い 方 と みる べき で ある . 


3 
先 に ふれ た よぅ に, 住宅 は 細長 い ブ ョ ッ ク を 占め て 東 
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泉屋 満 測 遼 


Fountain Buildings Fig. 49. 


8) R.E. WYCHERLEY, How' the Greeks Built Cities, London, 1949, Pp. 227, especially Chapter VII, 
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第 9 剛一 b 泉屋 想定 復原 岡 
両 に 元 軒 づつ 三 列 た 並び , 丁度 十 昨 が 大 路 に か こ 


志 れ 3 
プロ ョ ロッ ク 肉 に 納 つ て いる . 一 軒 の 敷 池 の 大 さ は 一 必 約 18 
の 正方 形 で .( 約 98 坪 ). この 敷 基 一 杯 に 寮 が 建て られ て 
いる . 構造 は 小石 を 混 え た 負 石 で 基礎 を 積み , その 上 に 
量 間 灯 瓦 を 積ん で 磨 を 作り , ( 厚 さ 40cm 位 ) 木造 の 小屋 
を か け , 屋根 は 先 づ 華 を 以 て で 暮 き , その 上 に 狐 土 を の せ 
i Rb 
- (第 1 面 参照 ) 
_ そ の プラ ン の 大 要 は 略 々 南北 に 二分 し て 考え る こと 双 
で きる 。 南 に は コー ト が 中 央 に あり , ここ は 多く 小石 環 
で 水槽 や ゼウス の 祭壇 な ど が ある . コー ト の 東西 に は 通 
例 部 室 が あり , 又 ュ ー ト の 北側 は 東西 に 走る Pastas に 
持 し , 耳 者 の 境 に は 3~4 本 の 杜 が 慣 ぶ . この Pastas に 
ロビ を ひら いて 北 に 3~4 個 の 部 室 が ある . 多く 下 家 で ある 
eS UI ま 多 く 北 年 分 の 
に 二階 が 載 つ て いた と され る . し か し 第 1 賠 の ょ ぅ に 
を 0 綱 全容 訪 な 宗 で あ 
7 
南 に = ミート を る も ら , ささ ー ト に に 面 じ て Pastas の あ 
る オリ ュ ン トス の 家 は , まさ し く 南 向き に 置 され , 計 
霊 さ れ た も の と いう こと が で きる . し か る も 外 麻 の 窟 は 小 
さく , 北 は 北風 を 塞ぎ , 名 の 太陽 は 南 か ら 守 の 奥 ま で 入 
る よら 5 に 8 放 人 
EC MR 
と 
中 まで さ し こ み . 夏 は 我々 の 頭上 及び 屋根 の 上 を 通 
つ で 陰 を つく る . だ され ば も し か うな る の が 良い と す 
れ ば , 南側 を 高く 建て て 名 の 太陽 が あたる 磁 に し , 


北側 を 低く し て 震 い 風 が あたら な いよ ぅ 5 に 建て る こ 
と が 必要 で あろ 5. (佐々 木 氏 謀 に よ ょ る ) 


どい ね わ 窟 た 階 遼 調 は 7 まさ じじ に ご だ 富 施 され で いる の 
が み ら れ る の で ある 属 者 だ ある よう に 『 宮 は 涼し いら の 


が 心 耶 よく. 名 は 上 蜂 い の 心 よ い 』 と する 自然 の 記 
求 の 素直 な し か る 正しい プラ ンジ = ES を が で き 
る . の | 
入 唱 は 通り に 面 し て あり うり , それ が 二 つ の 場合 は , 7 


A noe 多く 入 中 を は 入る と = 
= スー 條 の 由 訴 の 導 長 い へ を PasteskG 和 
RS 

理 リ りー ク ト ス の 和 住 穫 で は 2 二の次 紅蘭 間 ; 
主 涯 の ょ うに 際立つ た 中 心 は みち られ な い . 遂 掘 者 の 言葉 
を 借り る な ら ば , プラ ン ニ ング ダグ は 附 加 的 で な く , 分 制 的 
と いう に こと が で きる . つま ちり 一 つの 中 心 が あ つ で , そ の 
まわ り に 部 屋 を 附け 加え て ゆく や 9 方 で は な く , 同じ ょ 
5 な 大 さと 重要 さと を 持つ た 部 宏 が 集 つ て いる の で あ 
る - し か も 全 出 が 正方 形 で ある か ら . 互 の 部 屋 の 運 絡 や 駐 
相互 間 に 獲 立 人 性 を も た せる た め に は , 何ら か の 通行 路 を 
必要 と し て くる . プリ エー ネ の 佳 宅 で ぐ は メ ぇ ガン 風 の 壮 
宏 の 前 庭 が この 役 を 果して いる が , オリ ュ ン トス で は = 
ー ト と それ に 接する Pastas Czagras) に 比 定 され た 廊下 


AVENUE A. 
FC o.79 4 < 計 | じい 
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第 10 簡 a 


9) クキ ノラ 衝 民 人 を 矢板 胃 さも 『 私 は 亡 に 迷人 き 計 に 生生 
夏期 た に は 日 座 を 享受 


に より こと の 寮 は 冬期 た に は 太陽 が 2: 


に 民 VE 


田中 氏 斉 区 ) と の べ て いる 。 アリストテレス の 宜 済 剖 に も 同じ 趣 弓 の 事 が みえ る 。 


る で こさ に A それ 
愛す る と いふ こと と が 明か で ある (KK. 4; 
9) 


se 


HE の 任 衝 8 


第 11 剛 “上 水 意 ト トンネル 


| 其 の 廣 聞 が その 役 を 果して いる の で ある . 1 の 築 15 園 の qd, 
第 17 園 の e 等 が これ に 営 る - 或 場 合 に は 部 屋 と . し て 仕事 
補 < ど に 使用 され る こと も あり (Block A VW, 7) ュー 
] お か れる 祭壇 が て C ュ ユー ト の Zeus の ) ここ に 見 出 
’ a A VES) 

) 更 子 洋 の 座 接 間 と いわ れる andron に は 床 の 補 装 さ れ 
漆喰 次 の 美しい 部 屋 が 比 定 され る . この 床 は 四 周 を わ ず 
の に あげ ば , ここ に 室 椅子 が お か れ だ も の と され る . 多く 
南面 で ある .・ 築 16 園 d 第 17 圏 a 第 22 園 fF 等 : 叉 ここ 
に は 前 宏 が つい て いて その 獲 立 性 を 強 め て いる . オリ ュ 
シン トス の 住宅 で は , これ に 社 する 放 人 人 鶴 は 見 管 ら な い . 

| Pastas と 共に ここ の 住宅 の 最も 大 き な 特 徴 は その 届 間 
| Cozkos) を 中 心 と する 一 連 の 計 書 で ある これ は 南部 丘 
正 に は み ら れ な く , し か る 北部 新 市 街 で も 新 ら し いも 
の 得 明 瞳 な 形 を と つて いる の で , 前 5 世紀 の 末 か ら 4 世 
6 紀 の 生 ば 頃 に か け て 洒 炊 に は つき り し た 特徴 を 形成 し た 
| も ゃ の と み ら れ て い ぐ 2 る, 還 ち これ は oecus unit と よ ば れ 
る も の で , これ を 形成 する も の は oecus と よ ば れる 居間 
と , それ に 接 じ て 設け られ た 宮 所 及び 浴室 と で ぁ つ た . 
ミ この る 三 者 が 一 護 と な つて ; 色々 の 織 化 は ある が プラ ン ニ = 
ング の 潮位 を な し た と みる こ と が が で きる の で ある . 筑 12 
周 は その 可 置 の 一 例 で ある が , 三室 の 中 で A 室 が 最も 大 
きく OeCUS に 比 定 き され る CO hE CA 


場合 で は 木 柱 が 天井 を 支え , 
: で , し か も それ は 或 高 


LL, 9) 大 は 8;5x4.9 (A, [, 2) に も 及ぶ も の が ある . 
鹿 は 仕上 浴 を し な い の が 普通 で , 床 は つき 固め た 土間 で 
ある , 中 に は 己 久 的 な 妨 の 中 央 に 層 見 され る も の を も を あ 
る :「 娘 に は 20 へ 30om の 次 層 が み ら れ る の み で ;, この 
は 専ら 際 房 用 の も の と 推定 され で いる : や こと が か ら は 紡 
雑 が 出 士 し ・ 居間 と し て , 又 放 人達 の 仕事 場 で あつ た ろ 
うと みみ られ て いる . 2 入 日 は 多く Pastas に 開き a 
ュー ト に 開く こと も ある . 

B 肢 は 
3.8mx2.6m に 到 る . 
芯 は 任 上 塗 は され て な 
い . 床 は 十 間 か 小石 敷 又 
は 板 石 敷 で , 中 に は 次 に 
理 も れ た 洪 の ある も の が 


2 1mx Tl Tm 


筑 12 園 oecus unit 


あり , ここ か ら 厨 草 が 出土 し て いる . 例え ば 動物 の 辿 


と し て は 和牛, 羊 , 山羊 , 豚 , 腹 等 で これ ら が 食料 と さ 
れ た こと が 察知 され る . 入口 は . Pastas 又は ュ コー ト に 
開き , 扉 が ある . A 室 と B 宰 と の 任 切 は 日 夢 妊 芳 造 の 
芯 か 又は それ と 木 柱 と を 混用 し た だ 忌 が 使わ れる : 後者 の 
同 玉 は 杜 間 を 埋め る の み 
さま で き , 天井 近く で な は 杜 間 は 府 
いて いた だ も の と され る 』 これ は oecus の 避 が 塵 所 を 通 つ 
て ぬけ る と 推定 じたい た あめ の 想定 で ある 

室内 の 灯 を ど 5 排出 する か に つい て は 遺物 に 徴 す る と 
森 出 し の た あめ の 和 乳 あ き 瓦 が 本 見 され て いる . (第 13 園 , 
A, WL 8). その 開 日 部 は 拉 cmx23cm の 村 園 角 を な し 
て いる . この よう な 孔 あ き が 相 所 に お か れ ,- 質 団 や 探 
光 な ど に 用 いら れ た の で ある . 放 所 の 上 に 二階 が ある 場 
合 に は , 記 所 は 屋根 まで 吹き 披 け に され , 煙突 和 捧 を な し 
て いた ろ 3 ぅ と 推定 され て いる . や 

@ 内 は 下 均 2.25nrXx 1 5m で 大 小 の 差 は 鈴 り な く , 麻 
は 深 喰 で 床 は セメント で 補 装 され る の が 一 般 で ある B 
室 と は 摩 で 仕 急 られ る . ここ か ら は テラ コッ タ の 座 横 叉 
は その 破片 が 出 士 し , 直 ち ! に 浴 塞 と みな すず 消 と が で き 
る . 多く の 場合 浴室 は 外壁 に 接し , ーー 
a ふら で ある . 浴 醒 ( は 長 さ 約 1m 幅 60cm 位 が 普 
で あつ た . ここ で 冷水 浴 (治水 浴 の 場合 あつ だ ただ) る し 
た も の で あろ 3. A お We な され 


10) Miss. B.C. RIDER, The a House, 1916, Pp. 272, 


2929-232 


Excavation at Olynthus, Part XII, pp. 466 -467 (Reference a 8 Greek Words\ Concerned 


with the House) _ 


11) 序 古 らち 近 く の サ ョ = ョ カ に つい 、 で 理 笠 年 雪 を くる と . 無 湿 は 年 平均 15.8 鹿 . 最低 は 1 月 の 5.1 訂 , 最高 は 月 
の 26.3 許 , 濃 謀 は 12 月 の 7326 が 最高 で , 7 月 の 5522 が 最低 , 隆 水 量 は 例年 543 耗 で ある 


12) VITRUVIUS, 9 
られ れる. を と は 往 婦 が 


と の 農 に は 奥 へ 向 つ て 太 き な オニ テ タス が 造 
' 13) ARISTOPHANES, 蜂 , 137~155 


途 が みえ て いる . (3 二 田 氏 斉 244 頁 ) 
が 系 紡 の 女 達 と 座 を 占め る -. 
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Cl: 本 大 上 訓 工 召 厩 移 所 朱 報 


・ る 程 普 及 し , ! 叉 相 永 され た こと は 注目 に 値する こと と 野 
DE | 
この oecus unit は オリ 
ュ ン トス 狗 特 の も の で あぁ あつ ・ 
て 他 に その 例 を みな い . し 
た が つて この 人 表 展 を 追求 子 
る こと は で さき な いら 5 その 
いみ で は 彼方 的 な 特徴 と い 
うべ きか る 知れ な い . し か 
し 居間 と 塵 所 と 浴室 の 三 者 
多 結び つけ た プラ ン ニ = ング ゲ が 
は , 極め あて 青々 に と つて 握 
味 深く , 西 洋 住 宅 束 上 に お San a 
いて 重要 な 位置 を 占め る も 
の と 思う 5。 ギリ シャ ヤ 人 は 前 
殿 と か 公共 建築 に は 情 雷 を 
傾け て その 容 術 的 才能 を 遭 砲 な く 表 わし た が , 一 度 そ の 
佳 宅 を みる な ら ば 極め て 簡素 な も の と いわ れ て 來 た . そ 
の 材料 と か 外 番 に だ いて 簡素 で ある と は いえ , この ォ ェ 
クス ュ ニ ツ ッ ト に み ら れ る よう 5 うな, 最も 日 常 的 な 居住 部 分 
の プラ ン = ン グ は , 洗練 され て 一 つの 型 に まで 和 昇華 し た 
も の と し て その 建築 率 と し て の 秀 れ た 才能 を 依 び ぅ る る ぁ 
の N09 が で きる 
三 階 の ある 場合 は , 二階 に 去 室 六 あつ た も の と され 
る . 階段 は 木造 で , コー ト 又 は Pastas に か か つて いた 
( 筑 1 園 )。 ュー ト の 排水 は 土管 に よ つ て 裏道 , 又は 通 め 
. に 流し た . 便所 と し て -- 定 の 設備 は 組 見 され て な い . た 
だ 第 14 賠 に み ら れ る よう ぅ な 水流 し が 毅 見 され (E. [: 
.10). これ は 小便 を 屋外 に 流す も の と され た. 
ne 用水 は 先 に も ふれ た 様 に 及 共 
の 味 屋 か ら 波 ん で くる 以外 , 十 
水 を うけ て 水槽 に 貯 そ る も の が 
あぁ つた. これ は 池下 に 掘ら れ た 
も の で その 日 は 宰 75cem. 深 さ 
を 75m, 旗 の 祥 4.1m, と い 5 大 
き な も の も ある . 又 厨 井 そ の 他 
の ご み 捨 場 と し て 裏 遭 に 掘ら れ 
込 た 穴 る も 確 め られ て いる . 
査 つ き の 水 党 佳 宅 の 遺跡 か ら は 共 貞 岩 又は 
E.T. 10) 砂岩 の 板 石 に か か れれ た 譜 文 が 出 
士 し それ に よ つ て 宗 の 持 主 の 名 や 穴 買 値段 な ど を 知る こ 
こと が で きる , それ に は 菊 の 様 な 例 が ある 。 ( 集 1 表 ) 
され ら を も つ で みる と 都市 の 中 心 部 で は 約 400Cdrachma 
が 普通 の 様 で あり, Civic Center に 近く , 大 通り に 面 し 
た 宗 竹 高い こと が 知ら れる こ に に あげ けた House Gi 


第 18 蘭 訪 あ き 志 雲 測 遼 


第 14 簡 


第 1 夫 (値段 の 四 位 は drachmas) 


察 の 名 fe 


位 量 備 考 


耳 . of ZZoilus | 1200 | D.V.6 | 丘 の 東 鞭 


Da 4 900 St. V た に 面 する 。 

こと この 察 は 通常 の 察 を 三 分 
な ら 倍 た な る 

ve BS 千両 計る 
角地 . Civic Center に 林 
する 


| 2000 | A. NV.7 


B. NW. 2.|4000 | 


Ave. A と St.V に た に 面 する 
A. 1. | 4500 角地 . Civic Center の 隣 
A. VY. 10. | 5300 | Ave. B と St. V に 二 す る 


角地 , 知ら れ た 中 で 最高 


Moiragenes は 正方 形 の 察 を 東西 に 二分 し て いる が , 
場合 に よ つ て 二 軒 分 を 通し て 一 枝 と し て いる も の る ある 

A. VWI. 7 と 9), この 場合 は 容易 に 察 せ られ る よう に 
Pastas が 相 連 絡 し て いる の で ある . 

叉 通り に 面 し て は 店 が あり , 店 と 宗 の 肉 郭 と は 完 多 に 
場 立 し て いる . これ ら は 貸 店 と し て 貸さ れ た も の で あろ 
5 

日 束 一 入 の 基礎 と な つて いる 石積 に は 4 種類 の 積み 方 
が あぁ つた. 第 26 較 に 示す 了 も る の が それ で ある . 
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上 記 の オリ ュ ン トス 住宅 の 特徴 を 理解 する た あめ に 以下 
簡 了 時 に 筑 例 に つい て 路 読 し よ 5. 

Block A. TV へ WE. (第 3 菩 ) 

ここ は Ave. A と B に は さま れ , Civic Center の 北 に 
位置 才 る 全部 で あぁ る Citic Center の 北 に 並ぶ 住宅 は 例 
條 と し て 一 列 を な 手 他 , 他 は すべ て 先 に ふれ た よう に 大 
路 に か こま れ た 選 副 内 に , 二 列 に 背中 合せ に 去 軒 づつ の 
宗 が 整 伏 と 並ん で いる の が 見 られ る . 避 掴 者 は その 東西 
に 売る 外 忌 が いづ れる も 一 帳 を な し て いる の で ,」 列 舞 に 貼 
岩 に 建て られ た も の と 推定 し て ‘る ここ に た に 県 ら が る 45 
PETG LCE OR A 
2 計 塞 の 下 に 同時 に 建て られ た 部 分 に お いて る 。 そ の 名 
戸 の プラ ン は 各戸 毎 に 様々 に 紅 化 を つけ られ た こと が 知 
っ れる これ は 古代 都市 の 理解 の 上 で 極め て 示 吹 に 富 
も の と 恩 5. 

A. TY. 5, House of Ariston, (第 15 賠 ) 

St V に 面 す る . 花 賠 岩 の 銘板 に よ つ て Ariston の 宗 
で ある こと が が 分 つた も る ので, St. VV か ら a 室 た に 入 日 が あ 
つた 穫 で あぁ る が, 基礎 積 部 分 し か 残 つ て いな いた め に は 


Cd 2 


市 あ そ を の の 作 「 宅 75 


で いい Pstas で あつ て 幅 約 3m. c, fe 
oecus unit を 形成 する 。 cec は oecus で その 南 に が 
あり , } は 南北 の 三 部 に 分 れ 。, 左 に 小石 敷 北 部 は 鹿 く , 
寧 所 と み ら れ , 南部 か ら は 浴槽 の 破片 災 出 て 浴 軍 と み ら 
れる . e は 廊下 で これ ら の 組合 せ は oecus unit の 一 の 縺 
有形 で あぁ つた. よぶ が = ュー ト で あつ て , コー ト の 水 は 1 宏 の 
下 を 通る 和 備 に よ つて 南 の 裏道 た 排出 され た らし く , その 
管 の 一 部 が 1 宏 の 南 庁 に 相 つ て の 
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築 16 園 A.IV.7. 住宅 下面 剛 


A, NV. 7. House of Moirag 


enes (第 16 較 ) " 
上 記 の 宗 の 東 隣 で ある 。 珍 ら し く 東 西 二戸 に 分 割 され 
先 に ふれ た 様 に 別々 に 寅 買 の 野 象 に な つた も の で る 
入 日 は a 及び m,n, k に あつ な だ な. 入口 a を は いる と Pas- 
6 に 出る . こ の 二戸 た 分割 さ れ た 宗 た は ュー ト } 価 次 い . 
東部 分 で は 入 唱 は いずれ る も 南 の 裏 疾 ( こ の 場合 で は 兵器 
庫 に た 援 する 道 ) に 面 し , は oecus で i は 浴室 , 鹿 所 は 
その 遺物 か ら み て c と され る . c の 東 dQ は 鐘 装 され た 
andron で 4.4m 四 方 ,. 往 9Cem の 宮 椅 子 の た め の 低 い 境 
が 北 と 西 に 残り , gg は この andron の 前 宏和 営 る . m 及 
び i は 裏道 か ら は 入る 店 舗 と み ら れ , 山守 の 西 麻 に 残る 
三重 の 基礎 積 は , 陳列 厄 の た あめ と 推定 され こい る . 


A. Ml. 1. House of Zopyrus (第 17 賠 ) 

Ave. & に 幅 3.5m の 開口 を も つ . ここ に は 刻 が な く , 
1m は 入 つ て 去 開 が あつ た も の で , 訪問 者 は 許 吉 の ある 
まで ここ で 待つ て いた 所 で ある .1 お ここ に は 扉 が 一 つ あ 
り , 北 の 恒 は 幅 1.45m で 人 の 通る % の で あり , 爾 の 鹿 は 
幅 3mm で , 錠 間 又 は 車 を 通す % の で ある . 入 日 か ら 和 入れ 
ば 直ちに コー ト g で , その 北 に は Pastas e に 夢 絡 し て 
いた . andron a は 5m 四 方 , 鐘 半 さ れ , 南 に 前 寒 d が あ 
つて を Pastas に 開く . b, c, h は 居 千 らし いよ は 
oecus で . この 一 隅 に 下 る 板 石 の し か れ た m は 浴 宗 , 1 
は 者 所 と され る . 


= ご ee. 
Ce 


a Ny 
> oN, 


に 


tb 
eee i 
な RN 


< 人 Raa 


sé 


= 
ae 


ここ 
= 


ーー s 
Ra! a A 


第 17 岡 A. WI. I. 住宅 下 耐 科 


14)" フ ' ョ タ デズ ラス た こと の よう な 光 太 が の べら れ て いる 


ーー 4 —— : 


旦 本 大 弟 工 加 委 究 所 薬 報 
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。 4A. 了 W. 2 (第 18 園 ) 
St. WI と Ave. A と に 面 す る 角 季 で あぁ つて , 入 唱 は 
St WW に 面 し て ュー ト た 太る も の と , Ave. A に 面 す る hb 
に あつ な 比 談 的 よ オリ = ニン ト ス 住 宅 の 型 を 示す も 
の で , 南 生 の 中 央 に ュー ト が あり , 小石 敷 で , こ こ か ら 
士 管 が 裏道 まで の びている . この 土管 の 裏道 に 出 て いる 
方 向 は 西向 で さあ る が , と の 当 の 下水 が ぶ い づれ る ゃ 東向 の 下 
か ら み て , これ は 下水 で は な く , 屋根 の 雨水 を ュ コート 内 
の 水槽 に 引く た め の も の と され る この 事 は 叉 その 繕 手 
が セメント で 半 ぜ られ , 入念 で ぁ つ て 下水 の 場合 と 硬 別 
し うる こと か ら る 立 殺 さ れ て いる :( し か し 水槽 は 柱 見 さ 
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れ な が つた ). コー ト の 北側 に は 4 本 の 柱 礎 が ある 柱 は 
勿論 木 柱 さあ つた. は Pastas で andron は a で ある - 
b も 舗装 され , 東南 隅 に 小さ い 水 槽 が ある ・ c は 板 石 が 
し か れ , 朗 と 推定 され る や) oecus は n で まな が 浴 守 . j 
が 亭 所 さあ つた . e は 門番 の 部 屋 と み ら れ る . 他 か ら 氏 
冬 じ て る 1 は 店 舗 ど 交 られ て いる . 
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住宅 下面 園 


A. VI. 3. ! Iouse of Bachon (第 19 園 ) 

A. 陣 . 1 の 東 隣 で St WX に 北 忌 で 接する が , 入 唱 は 
a と され る .・ 入 唱 附近 か ら 出 土 し た 銘板 に よ つ て この 穴 
は Bachon が ZZopyrus か ら 5 年 4 ヶ月 を 900 drachma 
で 借り た も の で ある 事 刻 明 し て いる . 西 の 中 央 に コー 
ト g が ある の み で Pastas は な く , プラ ン ニ ング 複雑 
で ある b~i まで の 部 宏 は 居 寒 で あぁ つて , 穴 族 が 多 か つ 
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筑 19 園 A. VIE. 3. 住宅 下面 較 


た の で あろ 3・b 宏 か ら は 火鉢 も 出 士 し て いる .」 は セス メ 
ント で 鐘 末 さ れ た らし く ,-oecus と み ら れ る .。 まな は 所 
で , その 北 の 一 部 が 浴室 に な つて いた . I は 浴室 に m, 
n, o の 人 洋 が oecus を 通ら ず に ゆく た め の 通 路 と み ら 
れる : EK 和室 か ら は アテ ナイ 人 の 名 入り の dicast's ticket 
が 出 士 し , アテ テイ 人 が ここ を 訪問 し . 洋 留 し た こ ど が 
韻 幸 され る 。 | 


A. VI. 5, House of Euboulides (第 30 較 ) 

上 記 の 家 の 東 隣 で St. 以 に 面 す る : 入 日 は a に あつ た 
らし い : ここ の 販 徴 は ュー ト E 広 少く る 三方 以上 た に 柱 廊 
み を も つっ つ . で いい だ こさ と 只 こ = ぞ の dE の Pastas e と 共に , Pastas- 
peristyle type と よぶ に ふさ わし い . 更に も 南北 に 走 
る Pastas で あぁ つて, その 東 に i. j」 な どの 部 屋 が 並 で 
いる . これ は 丁度 東西 に Pastas が あつ て その 北 に 部 屋 
が と られ る 通例 の や り 方 を 直角 だ け 廻 し た プラ ン = ニ ンダ 
と みる こと が で きる .oecus は d(5m 四 方 う で , g が 誤 所 , 
h は 浴 守 で あぁ つた . この 場合 で は oecus そえ は 塵 所 を 多 つ 
て ゆく わけ で ある . Peristyle に は 柱 礎 が ある の み で , し 
た が つて 杜 は 木製 と みる べき で ある . 

と この よう な Peristyle 形式 は プリ エー ネ 佳 宅 ジ び に ロ 
ーママ 住宅 で は 普通 の も の で ある が , オリ ュ ン トス に お い 
て は 珍 ら し い の で ある . 


15) と の 錆 装 され た 訟 に つい て クセ ノ フ オン の 『 馬 術 IKCINV) に ゐ べ られ た 注意 書 を 想起 すべ き で あろ 5. 
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A. 了 . 7 及 9, HLILouse cf Loom Weights (第 21 賠 ) 
共に た St: 世に 面 し た 二戸 で あぁ る が ,. Pastas が い て 
いる 虹 と , この Pastas か ら 昌 し い 紡 押 が 人 柚 見 され た 邊 
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賠 A. WE. 


B. VW. 7, House of Asclepius (第 32 圏 ) 

北 を St. VI に 面 す る る も る ので, 入 日 は b で ある . Pas- 
tas は 小さ い . 通路 の 突 労 り に コー ト が ある . 9 は a 
及び andron, f の 前 寒 で , この andron は 市 中 最小 で 
3m x2.65m で ある が が 保存 が よい . 四 周 の 壁 は 赤い 湊 喰 
塗 , 床 は 倍 疲 され , 排水 の 溝 が 東南 隅 に あつ て 守 外 の コー 


と が 特徴 で ある . (この 寮 か ら は 計 297 の 紡 多 出土 し, 


これ は 1938 年 度 に 可 見 され た 例 敷 の 年 敷 に 営 る と い 3) 
入 は 何等 その 朴 は な い が a 宰 に あつ た と み ら れ る .: 或 . 
い は No.9 の Ave. 紀 に 面 し , Pastas に 直接 開い た 入 晶 
か ら は 犬 つた と も 考 を ら 本 る . No: 9 の この 入所 は な 三 つ 
に . 人 と 軍 と の た め に 分 けら れ て いる .No. 7 の ュー ト は 
大 きく (llimx6.2m), 北 継 に 5 個 の 柱 大 が ある . e は 
非常 に 小さ い が oecus と み ら れ , f は 浴 鶴 で あぁ あり, その 
南 に 審 所 示 あ つた らし い が 明 か で は な い . この Pastas 
か ら 般 多 い 紡 押 が 可 見 され , 少く も 5 亭 の 織機 が お か れ . 
作業 場 と じ て 使 肢 され た こと 恋 知ら れる . 又 b に も 1~2. 
寧 の 織 幾 療 あ つた ら し い . 

No. 9 は 亭 所 , 浴室 共に な く , こち ら は 全部 仕事 場 と 
し て 使用 され た らし い .。 コー ト g は 小石 敷 で , 排水 管 が 
裏 和 道 ま で 出 て いる . 特に ュー ト の 南 に 杜 礎 が 一 価 あ つて 
南側 に も 廊下 様 の も の が が あつ た の か も 知れ な い : プラ ン 
の 上 か ら み て , 又 Ave. B に 面 し て いる 虹 か ら も h, i 
更に は 店 舗 と み ら れ よぅ. e に は 忌 の 位置 は な れ た : 
基礎 積 が 北東 隅 に あぁ つて , 商談 に 使用 され た 机 で は な い 
か と 遂 掘 者 は の べ て いる -. 
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ト に 上 出る. コー ト の 南 に も 排水 管 攻 あつ て 裏 造 た に 出 て い 
る . a は 居 聞 らし く . その 天井 る 漆喰 そ で あつ た こと が 宗 
せら れる . oecus や 塵 所 な ど は 明か で な い . こ この androm 
の 日 近く か ら Asclepius の 像 が 出 士 し た こと か ら 窒 の 
名 が つけ られ た . 


= 


78 日 本 大 串 工 妊 研 完 所 朱 報 


「mXx0.68m で 下 席 , 南 記 に 接し て 利 3Cem 程 の 平たい か 
め が あ り そ の 中 に 次 が 多量 嘆 つて 居り , ここ で 湯 を 沸 し 
て 源 浴 を し た も の と み ら れ る . 塵 所 と 浴 宏 と の 間 に 壁 の 
跡 は な い . i と と の 間 に は 礎石 様 の も の が ある だ け で 
基礎 積 が な く , 単なる 日 束 灯 享 積 と み ら れ る . b に は 意 
な 小石 の を モザ イク が 床 に み ら れ る . 意匠 は 幸 訪 の 輪 を 表 
わし た も の で , この 種 モ ゼイ タク は オリ ュ ン トス 住宅 で 度 
* み られ る も の で あつ た . Pastas の 東北 隅 に ある 石 は 祭 
細 ど 大 られ る この 導 た に は 登 基 が あつ だ た だら i 
こ g 宏 に 接し て 階段 の あつ た こと が , 記 石 の 存在 な どか 
ら 推 定 さ れ て いる . 家 の 名 は ここ か ら 上 見事 な 喜 鋼 の 柄 , 
小刀 な ど が 栖 見 され た こと と に 正 ウ で いる 


[= 
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了 Iouse of Many colors (第 24 園 ) 

Ave. G と St.- エ と に 面 す る 角 汐 で , 北東 隅 に 大 き な 
石 が 外壁 の 外 に お いて ある の は , 車 等 に 習 し て 角 を 守る 
た めで , この 慮 置 は よく み ら れ る も の で ある . "この 守 は 
; tie オリ ュ ン トス の 中 で る も 最も 新 ら し いも の と され る - 叉 南 

Villa of Bronzes (第 28 園 ) 麻 が 一 重 に な つて 補 張 され て いる の は 珍 ら し い 手 潜 で あ 

Ave, と Ave. G と の 間 , St. 一 層 に 面 す る も の で , る . 人 日 は .Ave:G に 開き ,- 深 さ 約 1m の 玄 闘 | が ある - 
入 日 は 南面 に ちあ つて 例 に よ ょ つて 一 つ に 分 て ある :。 扉 の 入 日 を は 入る と コー ト i に 出る . 小石 敷 で 例 に よ つ て 排 
柱 の 礎石 が あり , 泊 石 の 様子 か ら 推し て 屋 は 内 開き で あ 水管 が 出入 口 の 下 を 通 つ て 通り に 排水 する コー ト の 突 
つた こと が 立 溢 され て いる . コー ト は hb で 排水 管 償 入 唱 芦 り に Pastas, e に は 入る 扉 が が ある. コー ト と の 弄 は 通 
の 下 を 遥 つ て 大 路 に 出 て いる . e が Pastas で , コー ト と 例 み られ る よう な 柱 で は な く , 忌 で ある か ら , ここ に は 
の 境 に は 4 個 の 桂 汐 が が あ り , Doric の 柱頭 が 2 個 出 て い 営 然 窓 が あつ た 筐 で ある - 西端 に 2 個 の 祭壇 が 出 士 し て 
る . 木村 で 石造 の 桂 頭 を いた だ いて いた の で ある .。'd が いる . これ は オリ ュ ン トス の 宇 護 地 アポ セロン の た め の る も 
andron で あり , f は その 前 宏 で あつ た . oecus は i で , の で ある . andron, d の 床 は 黄色 に 塗ら れ , 中 央 に は 大 
その 南 に は 者 所 j と 浴 宏 k と が あり , 浴槽 の 大 さ は 1.13 理 石 の + ゃ ザイ ク が ある . 密 椅 子 を お く 壇 は 中 央 部 より 
6cm 高 く , 局 は 漆喰 で ぁ つ た :; 
f は その 前 寒 で あぁ ある. _c は 床 が 
| や は り セ メン ト で 和 伴 さ れ , 攻 
| 色 に ぬら れ , 南東 隅 に 水 汐 が あ 
; つて 決 ご され ば 販 を 洗っ だ 氷 補 こ 
こ に 集め て 流 み 出し た も の で あ 
る . a は 寒 と を み ら れ , b は 押 
大 の 5 OE 

oecus は E で 5.65mx5.25m 
の 大 さき で あつ て コート か ら 出 入 
する . 中 央 に 方 '84cm の 嬉 が あ 
り , 石 で 園 ま れ て いる . g は 浴 
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4 RR 宝 で あり , h は 記 所 で 中 央 に 過 
ーー 甘い 7Ccm, 深 50cm の 潮 が あり , 者 
RE 
炊き の た め の も の と み ら れ る . 
m は 物置 で 床 が 99cm 程 低く 隊 
第 28 彫 '»Villa of Bronzes 下面 岡 _ 段 で 下り る の で あっ つた . 
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= の 穴 で 注意 すべ きも の は ュー ト の 南 に ある 1 で ある . 
| 4mx6m で 北 の 境 に は 柱 礎 が あり , 又 守 の 中 に 水 簡 が あ 
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有る. コー ト に 面 し た 杜 廊 の 一 種 で , それ が 南 の 摩 面 に 接 
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Kr 


し て いる の で , 可 過 者 は 夏期 に 使用 する exdra で あろ 3 
と みて いる . 察 の 名 は 各部 屋 に 多く の 色 氷 使わ れ て いる 
と に 四 つ で いる < 
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第 25 剛 The House of the Tiled Prothyron 


廿 ouse of Tiled Prothyron (第 25 園 ) 

記 の Villa の 南方 一 車 お いた 隣 に ある . Ave. G と 
Si に 面 す る 角 池 で , 入 唱 は や は の 9 Ave. G に 開い 
で いる . ここ は 三 列 に タイ ル を 際 い た 玄 闘 j が あつ っ で さて; 
これ が 察 の 名 の 由 來 する 所 で あつ た . 入 日 を は 入る と = 
ー ト i に 出る . 中 央 に 祭壇 の 基礎 が あり, 四 周 に Peri- 
style が あり , コー ト と 合わ せ て 全 嗣 の 三 分 の 一 を 占め る 
廣 い も の で あり , その 北 に Pastas'e が ある . Pastas た に 
面 し て 大 き な 部 屋 a。 b が あり , a か ら は 祭壇 が 3 個 出 士 
し 宗 才 的 な 用 途 を 考え させ , 或いは ここ は 尾 信 の 察 で 
は な か つた か と いわ れ て いる . b は a に 疾 す る 事務 室 で 
ある 5 さい 5 2 き の は 5 な 会 的 な 知 条 に 至 ! 選 る kg は 
完全 に 他 か ら 隔 離さ れ た 私 的 な 部 分 で あり , 床 も hb さよ 
りり 高い. 推定 され た 信人 の 私 生活 の 場 で あろ 5 と み ら れ 
る . 及び c は 倉庫 と され て いる 。 一 (1951, 2, 10) 一 


ELEVATIONS 


筑 26 岡 壁 器 基 礎 の 積み 方 


附 記 この 紹介 は 可 掘 報告 書 第 12 価 ( 誕 3 う 〉 に 
近 る も の で ある . その 後 可 掘 者 = ビン ソ ッ ン 元 授 か 
ら 報 告 書 第 8 作 を 恵 贈 され た の で , 別 の 潤 符 に 本 
稿 を 補い た いと 思う . (1951.6.11) 
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